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１ はじめに

（１）これまでの経緯

千葉市では、平成５年３月に「千葉市生涯学習推進基本構想―新しい生涯学習都市ちばをめざして

―」を策定し、これに基づき、学識経験者や関係団体代表等１７人で構成する千葉市（仮称）中央図書

館・生涯学習推進センター基本計画検討委員会を設置し、施設整備についての基本的な考え方について

協議・検討を重ね、同委員会から平成５年１１月に施設整備に関しての提言を受けた。

この提言を受け、２１世紀に向けて生涯学習の基盤整備として、その拠点施設である「中央図書館」

「生涯学習推進センター」「視聴覚センター」の各機能を持つ複合施設を建設するため、施設の基本的な

考え方、基本的な機能・必要なエリア等について、平成６年６月に「（仮称）千葉市中央図書館・生涯学

習推進センター等複合施設整備基本計画」を策定し、視聴覚センター機能は生涯学習センターに統合し

た。これに基づき平成９年度から平成１２年度に施設の建設と開設準備を実施し、平成１３年４月に中

央図書館と生涯学習センターを開館した。なお、開館にあたり、生涯学習センターの管理運営について、

財団法人千葉市教育振興財団が受託することとなった。平成１８年度から指定管理者制度が導入され、

第１期（平成１８年度～平成２２年度）を当財団が指定管理者として管理運営を行った。第２期（平成

２３年度～平成２７年度）からは、「市民の生涯学習及び交流の場を提供するとともに、生涯学習活動を

総合的に支援し、千葉市における生涯学習の振興を図るための中核施設」という本来の設置目的を実現

するために、指定管理者制度のメリットを最大限に発揮すべく、民間事業者の技術・ノウハウ等の活力

を導入するために、新たに民間事業者２社が指定管理者として選定され、当財団とともに生涯学習セン

ターの管理運営を行っている。

［（仮称）千葉市中央図書館・生涯学習推進センター等複合施設整備基本計画］

［基本理念（施設像）］

生涯学習の都市づくりに寄与するために、国際情報都市・文化都市にふさわしい

内容と規模をもった施設を目指す。

↓

（１）すべての市民が気軽に立ち寄れ、生涯学習を通じて交流の図れる憩いの場所と

して、親しみやすい、開かれた施設とする。

（２）未来を創造する市民に信頼される「見る」「聴く」「調べる」ことのできる資

料・情報センターとする。

（３）市民文化の高揚に寄与するとともに、新たな『ちばの文化』を創造し発信する

基地とする。

↓

［施設の基本的な考え方］
市民の生涯学習活動を総合的に支援するために、中央図書館、生涯学習推進センター及

び視聴覚センターのそれぞれが可能な部分については施設、機能の一元化を図る。また、

共通する次のコンセプトを効果的に実現するため、各施設の固有の機能を有機的に結合さ

せる。

（１）資料・情報の提供を総合的に行い、多様なニーズに対応する。

（２）様々な学習相談に応じ、学習活動の活性化を図る。

（３）調査・研究に対する多角的な支援を行い、高度で専門的なニーズに対応する。

（４）生涯学習活動のための調査及び研究・開発を行う。

（５）自主的・自発的な学習活動を支援する。

（６）他の機関・施設等と連携・協力して生涯学習を推進する。
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（３）生涯学習センター事業体系図 
１ 生涯学習情報提供・相談事業 

├─生涯学習情報の整備・提供─┬─案内情報の収集・整理・提供 
│ ├─千葉市生涯学習情報提供サービス「ちばまなびネット」の運営 
｜ └─普及啓発事業 
｜ ├─生涯学習情報誌の発行 
｜ ├─企画展示 
｜ └─生涯学習センターホームページの運営 
├─生涯学習関連図書資料の収集──専門情報の整備・提供 
└─生涯学習相談──相談員による生涯学習相談 

├─ちば生涯学習ボランティアセンターボランティアコーディネート 
└─生涯学習出前相談 

２ 生涯学習に関する講座、講演会等の開催  
├─ちばカレッジ──┬─ちばを喰らう

│ └─カルタから学ぶ“ちば”

├─地域学（ちば学 推進事業─┬─千葉市遺跡発表会

｜ ├─古代の生活にふれる体験教室

｜ ├─市民向け歴史講座「千葉市遺跡学講座」

｜ ├─大人のための社会科見学

｜ ├─子ども向け地域学講座「千葉市ものしり検定」

｜ ├─市民向け地域学講座「稲毛の今とむかし」

｜ └─埋蔵文化財に関する展示

└─現代的課題学習─┬─多様化する社会の動向や市民ニーズを踏まえて取り組むテーマ

│ ├─超高齢社会への対応

│ ├─社会・経済 
│ ├─いのちの学習 
│ ├─健康 
│ ├─防災教育 
│ ├─科学 
│ └─国際理解 
└─重点的に取り組むテーマ 
│    ├─キャリアプランニング講座 
│    └─子どものハローワーク講座 
├─家庭教育の充実に関する支援 
｜   ├─家庭教育講座 
｜ ├─親子のふれあい講座 
｜ ├─親子のふれあい講座 親子であそぼう 

  ｜ ├─孫育ち講座 
｜ ├─子ども読書講座 
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｜ └─子育て講演会 
└─青少年の健全育成の支援 

├─子どもチャレンジ教室 
├─「青少年の日」関連事業 
└─「子ども読書まつり」関連事業 

３ 指導者等養成事業 
├─指導者の養成──┬―生涯学習指導者研修 
│ ｜ ├─基礎講座① ボランティアをはじめたい！ 
｜ ｜ ├─基礎講座② 期待高まるシニアの地域デビュー 
｜ ｜ ├─実践講座① 地域活動に役立つ！コミュニケーション力に“磨きをかける” 
｜ ｜ ├─実践講座② 知って納得！前向きな話し合いをつくるための極意 
｜ ｜ ├─実践講座③ 初めての Web 広報 
｜ ｜ ├─学校・地域支援者研修① 知ろう！話そう！ＰＴＡ！2014 
｜ ｜ └─学校・地域支援者研修② もっと楽しく！放課後子ども教室 
｜ ├─生涯学習関係職員研修 
│ │ ├─公民館職員研修（新任職員研修） 
｜ ｜ ├─公民館職員研修（館長研修Ⅰ・Ⅱ） 
｜ ｜ └─公民館職員研修（主事研修Ⅰ・Ⅱ） 
｜ ├─生涯学習コーディネーターの養成研修 
｜ ｜ └─生涯学習コーディネーター養成講座 
｜ └─スタッフ研修 
├─学習ボランティア活動の支援―┬―施設ボランティア（まなびサポーター）養成研修 
｜ ｜ ├─施設ボランティア養成研修基礎講座 
｜ ｜ ├─まなびサポーターフォローアップ研修（映像記録分野） 
｜ ｜ ├─まなびサポーターフォローアップ研修（講座支援分野） 
｜ ｜ └─まなびサポーター連絡会 
｜ └─学習ボランティア活動の支援   
｜ ├─まなびサポーター（ドリームリーダー）によるデジカメ相談会 

｜ ├─まなびサポーター（まなサポ）によるパソコン相談コーナー 

｜ ├─まなびサポーター（まなサポ２）によるパソコン相談コーナー 
｜ ├─まなびサポーター（まなサポ３）によるパソコン相談コーナー 
｜ ├─まなびサポーター（学びコム）による講座 

｜ ├─まなびサポーター（まなサポ１１）による講座 
｜ ├─まなびサポーター（映像記録ボランティア）による活動 
｜ └─まなびサポーター（上映会ボランティア）による活動 
├─ちば生涯学習ボランティアセンターの運営―┬―登録受付・名簿作成・配布 
｜ ├─登録者研修 
｜ ├─「ボランティアタイム」の発行支援 
｜   └─千葉市ボランティアデータベース「ちばぼら」への情報提供 
└─研修生等の受け入れ―┬―社会体験派遣研修（教職員） 
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├─インターンシップ（大学生） 
└─職場体験学習（中学生） 

４ 生涯学習に関する調査及び研究事業 
├─年間事業報告書の作成─────生涯学習センター年間事業報告書の作成・配布 
｜ └─平成２５年度事業報告書 
└─生涯学習に関する調査研究───調査研究の企画・実施 

└─生涯学習関係団体の活動に関するアンケート調査 
５ メディア学習事業 

├─パソコン講座┬─初級パソコン講座 
│ ├─中級パソコン講座 
│ ├─上級パソコン講座 
│ ├─デジタルビデオ編集講座 
│ ├─市民自主企画パソコン講座 
│ └─ボランティアによる講座 
｜ ├─まなびサポーター（まなサポ）によるパソコン講座 

｜ ├─まなびサポーター（まなサポ２）によるパソコン講座 
｜ ├─まなびサポーター（まなサポ３）によるパソコン講座 
｜ ├─まなびサポーター（ドリームリーダー）によるデジカメ講座 
｜ └─まなびサポーター（映像記録ボランティア）によるビデオ講座 
├─視聴覚事業─┬─視聴覚ライブラリーの運営 
│ ├─視聴覚ライブラリーの収集・管理 
│ ├─１６ミリ映写機操作講習会 
│ └─視聴覚ライブラリー等を活用した学習事業の企画・実施 
│ ├─木曜名画座 
│                  ├─月曜クラシック上映会 
│ ├─親子アニメ上映会 
│ ├─夏休み子ども映画会 
│ ├─夜間上映会 
│ ├─地域交流幼児向け上映会 
│ └─出前上映会 
├─マルチメディア体験ブースの運営─┬─体験ブースの利用受付 
│ └─教材の整備・管理 
├─メディアリテラシーに関する学習───メディアリテラシーに関する講座 
└─情報端末機器に関する学習───情報端末機器の操作方法に関する講座 

６ 生涯学習活動の支援に関する事業  
├─市民の学習活動への支援─――市民の自主的学習活動に対する指導・助言・援助 
│ ├─市民自主企画講座の募集 
│ └―市民自主企画実施講座 
└─学習成果の発表の機会の確保―┬―まなびフェスタの企画・実施 
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└―発表・鑑賞機会の提供 
├─高等学校演劇発表会 
├─舞台照明講座 
├─やすらぎのアトリウムコンサート 
└―千葉市消防音楽隊けやきコンサート 

７ 施設の維持管理業務 
  ├─建築物施設の保守管理業務 
├─建築物設備の保守管理業務 
├─清掃業務 
├─警備業務 
├─植栽維持管理業務 
├─敷地内施設維持管理業務 
├─環境衛生管理業務 
└─備品等保守管理業務 

８ 施設の貸出等の施設管理業務 
├─ホール、各研修室、マルチメディア体験ブース等及びその付属設備の貸出業務 
└─駐車場使用料の徴収・納入業務 

９  自主事業 
├─市民の学習ニーズにあわせた講座等の実施 
｜ ├─民間事業者との協力による講座 
｜ ├─専門性、特色を活かした市内大学との公開講座 
｜ ├─生涯学習アカデミーちば 
｜ ├─埋蔵文化財に関する講座 
｜ └─生涯学習関連施設メディア学習支援事業 
├─生涯学習センターをＰＲするために有効なイベント等の開催 
｜ ├─生涯学習ボランティアフェア２０１４ 
│ ├─ニューフィル千葉による室内楽 
｜ ├─音楽コンクール等の誘致 
｜ └─著名人等による講演会・イベント等の開催 
└─千葉市の生涯学習の発信拠点としての展示等の開催 

├─地域学展示「千葉が学べる施設紹介」 
├─千葉公園紹介展示「大賀ハス写真展」 
└─遺跡学展示 
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２ 生涯学習情報提供・相談事業
市民の多様な学習ニーズに対応し、学習活動や調査研究を支援するため、①生涯学習情報の整備・提

供、②生涯学習相談、③ちば生涯学習ボランティアセンター、④普及・啓発、⑤千葉市生涯学習情報提

供サービス「ちばまなびネット」の管理・運営等の生涯学習情報提供・相談事業を実施した。

（１）生涯学習情報の整備・提供

① 案内情報の収集・整理・提供

生涯学習に関する案内情報（ポスター・チラシ等）を収集・整理し、生涯学習広場で閲覧（一部は

持ち帰り可能）として提供した。

＜生涯学習広場の運営状況＞

開室時間 休館日を除く ： ～ ：

生涯学習相談の受付時間 休館日を除く ： ～ ：

提供資料

施設案内 件

講座案内 件

催物案内 件

定期刊行物 件

ポスター 件

受験要項等（社会人入試、通信教育、資格等） 件

名簿・サークル一覧等 件

参考資料 件

広報写真ニュース 件

ちば生涯学習ボランティアセンター登録者関係 件

その他 件

計 件

② 千葉市生涯学習情報提供サービス「ちばまなびネット」の運営

千葉市生涯学習情報提供サービス『ちばまなびネット』の管理・運営を行い、公民館のサークル情

報、約 件と千葉市内で開催される講座やイベント情報等を掲載し、市民に提供した。

（アドレス ）

＜データ入力件数＞

講座・教室情報 件

③ 普及・啓発

ア 情報誌『まなびの森』の編集・発行

千葉市教育委員会生涯学習部生涯学習振興課と共同で、生涯学習情報誌『まなびの森』を発行し

た。生涯学習センター主催事業の情報や生涯学習施設等を取材した内容を掲載した。また、生涯学

習センター、市内小・中・特別支援学校、高等学校、公民館、図書館、コミュニティセンター、区

役所等に配布したほか、生涯学習センターホームページでも閲覧できるよう実施した。

発行回数・部数：年 回（ 部、 ・ 各 部）
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発行月・通巻 主な内容（取材記事）

（ ） 夏休みの講座・イベントが盛りだくさん！今年の夏も学びつくそう‼

（ ） 特集：大人も子供も楽しく学べるスポットを徹底解剖！

（ ） 特集：千葉市美術館開館 周年・河合正朝館長インタビュー

イ 企画展示

生涯学習の話題を市民にわかりやすく伝えるため、１階の展示ケースでは、ちば生涯学習ボラン

ティアセンターの案内や登録者のボランティア活動の様子・作品の紹介展示を、 階の調査・資料

室では所蔵資料の紹介を実施した。

展示月 大・小展示ケース（ 階） 調査・資料室（ 階）

月～

月

工作・ちば生涯学習ボランティアセンタ

ー紹介
今、美術館・博物館がおもしろい

月～

月
味噌作り・デジタルアート

生涯学習としての「地域学」から捉え

た各地の姿

月～

月

絵手紙、ふれあいカルタ・ちば生涯学習

ボランティアセンター紹介

イクメンパパになるために～男性の育

児参画～

月～

月

ベビースリング・ボランティアフェア案

内
動物園を詳しく知ってみよう

月～

月

バルーンアート・ボランティアフェア実

施報告

見直そう子どもの遊び・考えよう大人

の役割

月～

月

異常気象と温暖化・ちば生涯学習ボラン

ティアセンター紹介
地域学のすすめ

ウ 生涯学習センターホームページの運営

生涯学習センターの主催講座・行事予定や施設案内等の情報をインターネットで発信し、平成

年度は 件のアクセスを得た。（アドレス ）

（２）生涯学習関連図書資料の収集

① 専門情報の整備・提供

生涯学習に関する専門情報（図書・定期刊行物等）を収集・整理し、調査・資料室で閲覧できるよ

う実施した。また、市内学校職員・公民館職員や市内高等教育機関等へ貸出の実施をした。

＜調査・資料室の運営状況＞

開室時間 ： ～ ： （休館日を除く）
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蔵書数

図書（単行本等） 件（生涯学習広場での配架分を含む）

行政資料 件

団体資料 件

雑誌合本 件

新聞 紙（生涯学習広場での配架分を含む）

雑誌 誌（生涯学習広場での配架分を含む）

蔵書目録利用件数 件

館外貸出 市内高等教育機関等へ貸出を実施した。

（３）生涯学習相談

専門の生涯学習相談員を配置し、利用者の求めに応じて面談・電話・ＦＡＸ等による相談に対応した

ほか、ちば生涯学習ボランティアセンターに寄せられるボランティア活動の依頼に対してコーディネー

トを行った。また、各区の区役所や千葉市ハーモニープラザ等に生涯学習相談員を派遣し、「生涯学習出

前相談」を実施した。

＜生涯学習相談受付件数＞ 件（日平均 件）

内
容
別

講座・教室

イベント

施設

団体・グループ

講師・指導者

教材・機材

資格

情報源（資料等）

学習計画・立案等

ボラセン問合せ

その他

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

年
代
別

～ 代

代～ 代

代～ 代

代以上

その他（不明）

件

件

件

件

件

性
別

男性

女性

その他（不明）

件

件

件

方
法
別

面談

電話

ＦＡＸ

郵便

相談票

メール

件

件

件

件

件

件

＜ちば生涯学習ボランティアセンター ボランティアコーディネート受付件数＞

受付件数 件

＜「生涯学習出前相談」の状況＞

緑区役所
月 日（金）

～

学習支援担当職員 人

生涯学習相談員 人
受付件数 件

稲毛区役所
月 日（火）

～

学習支援担当職員 人

生涯学習相談員 人
受付件数 件
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若葉区役所
月 日（月）

～

学習支援担当職員 人

生涯学習相談員 人
受付件数 件

きぼーる

（中央区）

月 日（木）

～

学習支援担当職員 人

生涯学習相談員 人
受付件数 件

美浜区役所
月 日（水）

～

学習支援担当職員 人

生涯学習相談員 人
受付件数 件

花見川区役所
月 日（火）

～

学習支援担当職員 人

生涯学習相談員 人
受付件数 件

ハーモニープラ

ザ 中央区

月 日（日）

～

学習支援担当職員 人

生涯学習相談員 人
受付件数 件
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３ 生涯学習に関する講座、講演会等の開催

（学習推進事業Ⅰ 学習事業）

新たな学習プログラムの編成、講師発掘などに努めつつ、「ちばカレッジ」及び「現代的課題学習」を

実施した。

講義を聴くだけの学習にとどまらず、見学会や実験などの体験学習、物づくり、作品づくり、さらに

は学習成果をまとめるなどの創造型学習を取り入れるよう配慮した。

（１）ちばカレッジ

ちばカレッジは、千葉市とその周辺を「ちば」と定義し、「ちば」に関わる事象を対象にして、学習の

プログラム化を図ろうとするものであり「ちばを学び創る学習」を目指している。

「ちば」の自然・歴史・政治・経済・社会・産業・交通・生活・文化・健康・福祉などの分野を学習

内容とし、学際的で百科全書的な学習と位置づける。

今年度までに「Ⅰ 自然と人間」（平成 ～ 年度実施）・「Ⅱ 政治と社会」 平成 ～ ・ ～

年度実施 、「Ⅲ 産業と交通」・「Ⅳ 生活と文化」 平成 ・ 年度実施 ・「Ⅴ 情報化と国際化」、

（平成 ・ 年度実施）・「Ⅵ 総合（平成 ～ 年度実施）」 などの分野を取り上げている。

今後も引き続き、新たな分野でのプログラム化を図るため、また既にプログラム化されたものについ

ても別の視点からプログラム化することを視野に入れて情報を収集していく。

① ちばを喰らう

事業の目的

千葉の特産物や名物について歴史的な視点から理解を深めたり、実際にその場に

行って食したりしながら、千葉の食について学び、より深く「ちば」への興味を深

めていく。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

水

開講式

オリエンテーション

講義

・学習の方向付け
生涯学習センター

学習専門員

ちばの道の駅

・千葉県にある「道

の駅」の所在地や

特徴、その役割に

ついて

千葉国道事務所

計画課 課長

横田 雄二郎

水
道の駅めぐりと枇杷

狩り

現地

研修

・道の駅を数カ所巡
り、そこで名産物
を食すことで、豊
かな自然と当地の
生活を実感する

千葉国道事務所

計画課 課長

横田 雄二郎

道の駅 とみうら枇杷

倶楽部他

水
千葉の名物：食文化

の現状

現地

研修

・千葉の食文化につ
いて、名物の「な
めろう」と「太巻
きずし」の広がり
について学ぶ

千葉伝統郷土料理研究

会主宰

龍崎 英子

水 「なめろう」を作る 実習
・鯵を食材とした

「なめろう」作り
に挑戦する

千葉伝統郷土料理研究

会 講師

杉崎 幸子

石橋 京子
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水
「太巻きずし」を作

る
実習

・伝統料理の「太巻

きずし」づくりに

挑戦する

千葉伝統郷土料理研究

会 講師

杉崎 幸子

石橋 京子

水
ちばのピーナッツ物

語
講義

・千葉の名産物にな
った経緯や、これ
からの落花生づく
りについて考える

千葉県農林総合研究セ

ンター落花生試験地

上席研究員

桑田 主税

水
ピーナッツ工場の見

学

現地

研修

・ピーナッツ工場を

見学し、様々な製

品の工程を学ぶ

いとうピーナッツ工場

（株）伊藤国平商店

伊藤 寿一

木 いも神様と青木昆陽 講義

・青木昆陽がサツマ
イモ栽培をするこ
とになった時代背
景とその思いを考
える

幕張地元学同好会

ガイド

土倉 雅昭

加来 繁司朗

金
昆陽神社と幕張の歴

史

現地

研修

・昆陽神社・幕張周

辺の史跡を散策す

る

幕張地元学同好会

ガイド

土倉 雅昭

加来 繁司朗

水

修了式

発表

【研究のまとめ】
・修了証書授与
・自主研究レポート
の発表

生涯学習センター

学習専門員
自主研究発表会

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ちばを喰らう ～
受講料

② カルタから学ぶ“ちば”

事業の目的
千葉市のカルタより“ちば”を散策したり考えたりしながら、今まで気づかなか

った我が町の良さに触れる。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

水

開講式

オリエンテーション

講義

・学習の方向付け
生涯学習センター

学習専門員

千葉市と「ふれあい

カルタ」

・千葉市の郷土カル

タの紹介

元千葉市立小学校長

ちば・こくごふれあい

の会 会長

千葉 文好

水

空から、海からちば

を見る（ポートタワ

ーと千葉港巡り）

現地

研修

・ポートタワーから

の市内見学、千葉

港の港湾施設の見

学

国土交通省千葉港湾事

務所

松本 卓朗
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水
カルタの世界を訪ね

て①
講義

・次回の見学先の決

定と班行動の計画

を立てる

生涯学習センター

学習専門員

水
カルタの世界を訪ね

て②

現地

研修

・カルタに読まれて

いる場所を、観光

ガ イド同行 のも

と、班ごとに見学

する

観光ボランティア

「ちばシティガイド」

水
モノレール駅ぶらり

旅①
講義

・モノレール開業の
経緯を学び、次回
の見学先の決定と
班行動の計画を立
てる

千葉都市モノレール株

式会社 企画課

遠藤 真矢

小見 隆一

水
モノレール駅ぶらり

旅②

現地

研修

・モノレールで途中

下車しながら、ぶ

らり旅を満喫する

観光ボランティア

「ちばシティガイド」

水 こんなこと発見！ 講義

・前回の現地研修で

発見したことなど

を壁新聞にまとめ

る

生涯学習センター

学習専門員

水

南総里見八犬伝を学

ぶ①（房総カルタか

ら）

講義

・南総里見八犬伝の
物語を学び、八犬
伝発祥の地につい
て理解を深める

館山市立博物館

学芸員

山村 恭子

水

南総里見八犬伝を学

ぶ②（房総カルタか

ら）

現地

研修

・八犬伝ゆかりの名

所を訪ね、物語の

世界に浸る

館山市立博物館

学芸員

山村 恭子

水

修了式

発表

【研究のまとめ】
・修了証書授与
・自主研究レポート
の発表

生涯学習センター

学習専門員
自主研究発表会

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

カルタから学ぶ

“ちば”
～

受講料

（２）地域学（ちば学）推進事業

ちばの歴史、文化、産業、自然、事象等に関する多様かつ多彩な学習を地域学（ちば学）と捉え、ち

ばカレッジのような連続講座のみならず、１日講座など、市民が個々のライフスタイルに応じて受講が

できるよう、学習機会の充実を図った。
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① 千葉市遺跡発表会

ア 平成２６年度千葉市遺跡発表会

事業の目的
発掘調査を実施した埋蔵文化財を通して、市民に市内の歴史を広く理解してもら

うため、市内の主な遺跡について調査結果を発表・公開する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （土）
市内遺跡の最新の

調査状況について
講義

・若葉区加曽利貝塚

の調査状況

・若葉区加曽利貝塚

石材再鑑定結果

・若葉区木戸作遺跡

の調査状況

・若葉区高品尻籠遺

跡の調査状況

・緑区大膳野南貝塚

の調査状況

・特別講演「日本原

始・古代の甲冑と

馬具」

千葉大学名誉教授

岡本 東三

東京国立博物館人類研

究部部長

篠田 謙一

東京国立博物館名誉教

授

西本 豊弘

早稲田大学講師

樋泉 岳二

玉川文化財研究所代表

戸田 哲也

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

千葉市遺跡発表会

ィ ちば縄文フェスタ開会基調講演会

事業の目的
郷土の歴史について、市民の興味関心を高めるため、千葉市の貝塚に関する講義

を実施する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （日）

千葉市の貝塚の魅

力‐人類の遺産・

地域の遺産として

‐

講義

・加曽利貝塚の魅力

や価値について、

発掘や研究の成果

をもとに講義する

千葉市埋蔵文化財調査

センター

西野 雅人

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ちば縄文フェスタ

開会基調講演会
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② 古代の生活にふれる体験教室

ア 君も体験！古代へワープ

事業の目的

組みひもやアンギン編みの体験を通して、古代人の生活上の工夫を理解し、日本

の歴史についての興味や関心を高め、千葉市における埋蔵文化財の発掘調査の様子

を知る機会を提供する。

対 象 小学生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （土）

土器パズル、組み

ひも、アンギン編

みの体験など

実習

・ばらばらになった

土器の復元

・組みひもの作成

・簡易織り機による

コースターの作成

千葉市埋蔵文化財調査

センター

千葉市立加曽利貝塚博

物館

（公財）千葉市教育振

興財団文化財担当職員

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

君も体験！古代へ

ワープ

ィ 縄文火おこし体験

事業の目的 古代人の火おこし体験を通して、古代人の生活上の工夫を理解する。

対 象 小学生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （土） 火おこし体験 実習
・「弓切り法」で火お

こしを体験する

千葉市埋蔵文化財調査

センター

（公財）千葉市教育振

興財団文化財担当職員

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

縄文火おこし体験
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③ 市民向け歴史講座「千葉市遺跡学講座」

事業の目的 講義を聞き、土器に触れることで、郷土の歴史についての知識・関心を高める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （木）
千葉市の遺跡を理

解するために

遺跡を理解するための基礎的

な「遺跡の見方」について

（公財）千葉市教育振

興財団文化財担当職員

長原 亘

２ （木）
知っておきたい千

葉市の遺跡

千葉市の遺跡の中で、特に覚

えてもらいたい遺跡について

３ （木）
埋文で本物に触れ

よう！

実物の遺物に触れ、観察を行

う

４ （木）
加曽利貝塚につい

て学ぼう！

国の特別史跡の指定に向けた

様々な取組みについて

５ （木）
イ ボ キ サ ゴ っ て

何？

加曽利貝塚のイボキサゴ（巻

貝）と縄文人の関係について

千葉市埋蔵文化財調査

センター

西野 雅人

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

千葉市遺跡学講座 ～

④ 大人のための社会科見学「幕張地域冷暖房センター」

事業の目的
幕張地域冷暖房センターを見学することで、千葉市内の工場、施設について学

び、その理解を深める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 金 施設見学
現地

研修

・幕張地域冷暖房セ

ンターの見学

幕張地域冷暖房センタ

ー職員

燃料電池の体験講座

東京ガス（株）千葉支

社総務広報グループ

坂田 澄江

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

大人のための社会

科見学「幕張地域

冷暖房センター」
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⑤ 子ども向け地域学講座「千葉市ものしり検定」

事業の目的
千葉市の地理・歴史・文化・産業などについての学習を通じて、郷土に対する理

解と愛着を深めるとともに、社会事象に対する認識力、思考力、判断力を高める。

対 象 小学３年生～中学３年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （水） 千葉市を学ぶ 講義
・千葉市の歴史、文化

等について ＮＰＯ法人郷土ちば

に学び親しむ会
２ （木） 検定 試験

・「千葉市ものしり検

定」の検定試験

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

子ども向け地域学

講座「千葉市もの

しり検定」

・

⑥ 市民向け地域学講座「稲毛の今とむかし」

事業の目的
海水浴場として賑わっていた頃から現在までの町の移り変わりを知ることで、千

葉についての知識・関心を深める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （水） 稲毛の今とむかし 講義
・稲毛の移り変わり

について

稲毛せんげん通り稲毛

商店街振興組合

専務理事

海宝 周一

２ （水） 稲毛のまち歩き
現地

研修

・稲毛の商店街や昔

の名残が残る町並

みを散策する

観光ボランティア

「ちばシティガイド」

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

市民向け地域学講

座「稲毛の今とむ

かし」

・
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⑦ 埋蔵文化財に関する展示

ア 「古代の亥鼻」展

事業の目的
市内の遺跡についての周知を図り、郷土の歴史等についての興味・関心をもたせ

るための学習の機会を提供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

土

～

日

「古代の亥鼻」展 展示

・千葉市生涯学習セン

ターでの展示

千葉市埋蔵文化財調

査センター

火

～

火

・千葉市立郷土博物館

での展示

木

～

木

・千葉市埋蔵文化財調

査センターでの展示

実施講座 開催期間 日数 備考

「古代の亥鼻」展

～

～

～

イ 千葉市遺跡発表会アトリウム展示

事業の目的
市内の遺跡についての周知を図り、郷土の歴史等についての興味・関心をもたせ

るための学習の機会を提供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

火

～

日

千葉市内の発掘整理

情報展示
展示

・市内の遺跡の解説・

パネル展示

千葉市埋蔵文化財調

査センター

実施講座 開催期間 日数 備考

千葉市遺跡発表会アトリウ

ム展示
～
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ウ 加曽利貝塚整理速報展

事業の目的
市内の遺跡についての周知を図り、郷土の歴史等についての興味・関心をもたせ

るための学習の機会を提供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

火

～

火

千葉市内の発掘整理

情報展示
展示

・加曽利貝塚の再整理

成果の紹介

千葉市埋蔵文化財調

査センター

実施講座 開催期間 日数 備考

加曽利貝塚整理速報展

～

～

～

（３）現代的課題学習

現代的課題を「社会の急激な変化に対応し、人間性豊かな生活を営むために、人々が学習する必要の

ある課題」と定義し、社会の中での広がりや必要性と併せて、各種調査の結果から得た市民ニーズ、学

習者の声などの実態を踏まえてプログラム化を図った。

実施にあたっては、幅広い世代の学習ニーズを満たすプログラムの作成を目指し、土曜日、日曜日の

講座実施や働く世代に関わるテーマにも取り組んだ。また、市民の継続的な学習、多様な学習の機会を

提供するため、年度ごとに学習課題の見直しを行う。

一方で、①キャリア教育、②家庭教育の充実、③青少年の健全育成の３つは、５年間継続的に取り組

むテーマとする。これらのテーマは、継続的に実施することにより、課題解決のために自ら取り組む主

体的な態度を養うことに重点を置き、学習方法や場づくりについてより効果的な手法について深めてい

く。

① 多様化する社会の動向や市民ニーズを踏まえて取り組むテーマ

ア 超高齢社会への対応

（ア）シニアのためのわかがえり塾

事業の目的

シニア世代に健康寿命を延ばす方法の一つとしての知識を提供するとともに、実

習を通して自然に同じ世代の参加者と打ち解ける体験や、人との出会いの楽しみを

感じることで、外出する機会や、地域や社会との接点を持つきっかけを提供する。

対 象 ６０歳以上の市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （金） 笑う門には健康来る 講義
・笑いと健康について

の講義と落語

落語家

柳家 小団治
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２ （金）
頭とからだの筋力Ｕ

Ｐ！
実習

・体を動かす集団的な

ゲーム

全日本レクリエーション

リーダー会議講師

荒牧 光子

３ （土）
大賀ハスを愛でなが

ら

講義

見学

・大賀ハスについて

・大賀ハスの見学

若葉公園緑地事務所

長

斉藤 久芳

４ （金）
声を出して心も元

気！
実習

・早口言葉やことば遊

び、群読などをとお

して声を出す

施設ボランティア

「まなサポ１１」

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

シニアのためのわ

かがえり塾
～

（イ）シニアを楽しむ旅の話

事業の目的
シニア世代の市民が活力を持って過ごせるようなきっかけづくりをし、学習活動

を行うことで、コミュニケーションをする機会を得る。

対 象 ５０歳以上の市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 金
日本人のこころの旅

～古事記から
講義

・古事記をとおして、

日本人の生き方を再

考する

元ＮＨＫエグゼクティブ

アナウンサー

宮田 修

２ 金
上質でお得な船旅の

すすめ
講義

・クルージングの魅力

や楽しみ方について

旅行ジャーナリスト

村田 和子

３ 金
時代の旅の楽し

み
講義

・旅の魅力について

・旅の良さや旅の効能

・旅の注意点など

元大学教授

永井 昇

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

シニアを楽しむ旅

の話
～

（ウ）６０代からのハッピーライフ～健康寿命をのばそう！～

事業の目的
６０代以降の健康寿命をのばすための生活に必要な知識を学び、老後の不安を解

消し、健康を保つための食生活や運動について学習する機会を提供する。

対 象 ５５歳以上の市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 金

健康寿命をのばすに

は

健康体操

健康食を知る

脳を鍛えよう！

講義

実習

・健康寿命を延ばすた

めの基本的知識

・脳の活性化に資する

ゲームや体操

・健康食の弁当

・脳の活性化に資する

ゲーム

施設ボランティア

「学びコム」

全日本レクリエーション

リーダー会議講師

荒牧 光子

２ 金

認知症予防法「共想

法」について

健康食を知る

これからの人生の楽

しみ方や健康寿命を

延ばすために

講義

実習

・共想法の事例紹介

・健康食の弁当

・グループでの話し合

いとふりかえり

千葉大学大学院工学

研究科准教授

大武 美保子

施設ボランティア

「学びコム」

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

６０代からのハッ

ピーライフ～健康

寿命をのばそう！

～

・

イ 社会・経済 渥美雅子講演会「脱エイジング・プア～老後を豊かに～」

事業の目的

現役の弁護士を講師に招き、長年の弁護士活動のなかでの経験を踏まえた、家族

問題、高齢社会に対する知見を学ぶことで、現代社会が抱える問題について考える

機会を提供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 金
脱エイジング・プア

～老後を豊かに～
講義

・相続問題

・ＤＶ問題など

弁護士

渥美 雅子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

脱エイジング・プ

ア～老後を豊かに

～

ウ いのちの学習 みんなで語り合おう！自分らしい生き方・死に方

～豊かなエンド・オブ・ライフを過ごすためのワークショップ～

事業の目的
「望ましい死」について考え、自らの人生観や死生観を意識し、家族や地域との

関係を振り返り、地域で自分らしく生きるためのあり方を考える。

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
「エンド・オブ・ラ

イフケア」について
講義

・エンド・オブ・ライ

フケアとは何か、言

葉の意味の理解

・エンド・オブ・ライ

フケアを必要とする

背景

千葉大学

大学院看護学研究科

特任教授

長江 弘子

特任研究員

岩城 典子

看護学部准教授

石丸 美奈

名誉教授

佐藤 和夫

美浜区地域包括セン

ター相談員

清水 直美

２ 土

自分の生きること、

死ぬことを考えてみ

よう、言葉にしてみ

よう

討議

・「望ましい死」につ

いて、話し合う

・ケアマネージャーか

ら現場での体験談を

聞く

３ 土
相手と分かり合える

会話について学ぼう
討議

・「話に花を咲かす会

話」の重要性を理解

する

４ （土）

受けたい、受けたく

ない医療について、

医療者と話し合おう

討議

・医療者と「話に花を

咲かす会話」実演を

見て、自分だったら

どうするかを考える

５ （土） 報告会・懇親会 討議

・ か月の行動を振り

返り、発表する

・アンケート結果の報

告

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

みんなで語り合お

う！自分らしい生

き方・死に方

～

エ 健康

（ア）「脳卒中にならないために～万一の場合の早期対応（ ）をふくめて～」

事業の目的

脳卒中の概要や、発症時の症状、予防法等を知ることにより、脳卒中の回避や克

服、生活習慣の改善、健康維持について考える機会を提供し、市民が健康な人生を

送るための一助とする。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日 脳卒中は防げる 講義

・脳卒中概要

・脳卒中の症状と対処

の仕方

・脳卒中を予防する

日本医科大学

千葉北総病院脳神経

外科教授

小林 士郎
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

脳卒中にならない

ために～万一の場

合 の 早 期 対 応

（ ）を含

めて～

（イ）「暮らしのなかの健康講座」

事業の目的
日常生活の範囲内でできる生活習慣の改善方法等について考える機会を提供し、

市民が健康な人生を送るための一助とする。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日
在宅医療の現状と課

題

講義

・在宅医療とは

・在宅医療への期待

・地域包括ケアシステ

ムについて

・訪問診療の実際

風の村園生診療所院

長

佐賀 宗彦

（日） 薬とサプリメント

・薬ってなんだろう

・アルコールの功罪と

男女差

・サプリメントについ

て

一般財団法人いのち

輝く未来財団理事長

上野 光一

（日）
生きることは食べる

こと

・口から食べること

・虫歯と歯周病につい

て

・口腔ケアについて

・摂食、誤嚥とその予

防について

医療法人社団梅村歯

科医院理事長

梅村 義成

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

暮らしのなかの健

康講座
～

オ 防災教育「南三陸町発、復興への力！今千葉でできること、備えること」

事業の目的
東日本大震災で南三陸町が負った甚大な被害の実態を知ることで、市民の防災・

減災意識を高める学習機会を提供する。

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日

南三陸町で続く復興

への力、千葉ででき

ること、備えること

講義

・南三陸町、震災から

の３年間と復興への

足取り

・千葉市に住む私たち

が今準備しておくこ

と

南三陸町社会福祉協

議会事務局長

猪又 隆弘

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

南三陸町発、復興

への力！今千葉で

できること、備え

ること

カ 科学

（ア）こども理科実験教室Ⅰ

事業の目的
子どもの自然科学への興味関心を高め、理科実験を通じた子ども同士の交流や理

科の基本的な知識を身につける。

対 象 小学４年生～小学６年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日 目のさっかく
講義

実習

・様々な図形でおきる

さっかくを自分で作

図して確かめる

ニルス理科実験クラブ

入江 俊章

２ 日 煮干しのかいぼう
講義

実習

・脊椎動物である魚の

体の仕組みを、煮干

しの解剖を通して学

ぶ

ニルス理科実験クラブ

福士 育子

３ 日

クリップモーターを

作って、なぜモータ

ーが回るか考えてみ

よう！

講義

実習

・クリップモーターを

作ってエナメル線が

回る仕組みと磁力線

の働き

ニルス理科実験クラブ

武藤 正弘

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

こども理科実験教

室Ⅰ
～
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（イ）木更津高専 サイエンススクエア

事業の目的 科学のおもしろさや大切さを学び、科学への関心を高める。

対 象 小学生・中学生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
木更津高専の研究紹

介

展示

体験

・ロボコン出場マシン

展示と実演

・ミニロボットの操縦

体験

・「モアレディスク」製作

体験

・ イルミネーショ

ン製作体験

・コンピュータによる

計測・制御の実演

・光とコンピュータ

（光電話・計算機・

ホログラフィー）

木更津工業高等専門

学校教職員・学生

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

木更津高専 サイ

エンススクエア

（ウ）こども科学実験教室

事業の目的
風力発電や光通信の仕組みについて工作を通して学ぶことで、エンジニアの仕事

への関心を高める。

対 象 小学４年生～中学３年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
風力発電にトライし

よう

講義

実習

・環境問題と風力発電

・風力発電の製作と発

表

・技術者の仕事

日本アイ・ビー・エ

ム株式会社

社員ボランティア

（日） 君にも作れる光通信
・光の性質について学

ぶ

木更津工業高等専門

学校情報工学科教授

丸山 真佐夫

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

こども科学実験教室 ・
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（エ）こども理科実験教室Ⅱ

事業の目的
子どもの自然科学への興味関心を高め、理科実験を通じた子ども同士の交流や理

科の基本的な知識を身につける。

対 象 小学１年生～小学３年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日 スライムを作ろう
講義

実習

・ほう砂と洗たくのり

からスライムを作る

ニルス理科実験クラブ

福士 育子

２ 日

メダカを観察しよう

－メダカの学校入学

試験

講義

実習

・さまざまな実験によ

りメダカの能力や性

質を調べる

・顕微鏡でメダカの血

液の流れを観察する

ニルス理科実験クラブ

種田 信司

３ 日
みずを捕まえる：吸

水ポリマーのふしぎ

講義

実習

・紙おむつに使われて

いる吸水ポリマーを

取り出して、吸水の

性質を調べる

ニルス理科実験クラブ

入江 俊章

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

子ども理科実験教

室Ⅱ
～

（オ）ＪＡＸＡ職員講演会「宇宙ロケットのふしぎ」

事業の目的 宇宙航空研究開発における取組みを聞き、興味・関心を高める。

対 象 小学４年生～小学６年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
宇宙ロケットのふし

ぎ
講義

・ロケットとジェット

機の違いについて

・ロケットクイズ

・ＪＡＸＡの仕事につ

いて

ＪＡＸＡ広報部職員

富田 力夫

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

宇宙ロケットのふ

しぎ
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キ 国際理解

（ア）「ジョバンニの島」上映会

事業の目的
北方領土問題を取り上げたアニメーションを鑑賞することで、国際社会や平和の

大切さについて考える機会を提供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容

１ 日
映画「ジョバンニの

島」
講義 ・映画を鑑賞する

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

「ジョバンニの

島」上映会

（イ）『クルドの子どもの心理学「子どもの眼」』

事業の目的
世界の子ども達の眼を通して描かれた、いろいろな願いや思いが表現された絵画

を鑑賞することで、国際社会や平和の大切さについて考える機会を提供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

火

～

（日）

クルドの子どもの心

理学「子どもの眼」
講義

・クルドの子どもが描

いた絵を鑑賞する

アーティスト

マドハット・カケイ

造形作家

千葉 祐子

実施講座 開催期間 日数 備考

クルドの子ども心理学「子どもの眼」 ～

② 重点的に取り組むテーマ

ア キャリアプランニング講座

常に変化し続ける現代社会の中において、自分のキャリア（生き方・働き方）を、自らデザイン

するために必要な、様々な知識・能力・機会を、生涯学習という観点から支援してゆくことを目的

として実施した。
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（ア）ブラック企業アナリストが斬る！「自分にとってのいい会社、悪い会社」

事業の目的
昨今の急激な社会変化の中でも、若者が自己肯定感を養い、自分のライフスタイ

ルを主体的に描くことができるよう支援する。

対 象 大学生等

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

木

「就職先がない、仕

事が辛い、これって

何が問題？」

講義

実習

・労働市場と採用動向

の現状について

・「いい会社」「悪い会

社」の違い キャリア教育プロデュ

ーサー

ブラック企業アナリスト

新田 龍

（日）
社会が求める人物像

とは
講義

・社会が求める人物像

とは

・厳しい社会を生き残

っていくために

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ブラック企業アナ

リストが斬る！

「自分にとっての

いい会社、悪い会

社」

・

（イ）女性のためのキャリアプランニングセミナー

事業の目的
昨今の急激な社会変化の中でも、女性が自己肯定感を養い、自分のライフスタイ

ルを主体的に描くことができるよう支援する。

対 象 女性

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

水

キャリアデザイン

～自分棚卸とキャリ

アパス作成～

講義

実習

・ライフプラン作成

・未来ノートとキャリ

アパス作成

株式会社マイナビ派遣

講師

園田 雅江

柳澤 美由紀

（水）

自分の持ち味の活か

し方～自分理解から

セルフブランディン

グ～

・自分の強みを発見

・セルフブランディン

グとその活かし方

（水）
就職対策のための実

践的基礎講座

・履歴書、職務経歴書

の書き方

・模擬面接
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（水）

キャリアとお金～キ

ャリアデザインとマ

ネープラン～

・未来の収支予測

・将来の収入を増やす

ために、いまできる

こと

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

女性のためのキャ

リアプランニング

セミナー

～
連続 各

回いずれ

の申込可

イ 子どものハローワーク講座「知りたい！声優のしごと」

事業の目的
子どもたちが将来について考え、自ら将来を描くことができるようなキャリア形

成力を育む。

対 象 小学４年生～小学６年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 水
声優の仕事について

知る

講義

実習

・声優から話を聞き理解す

る

・発声練習

・アナウンスブースで、ラ

ジオドラマ「きつねのお

きゃくさま」の収録体験

をする

声優

桜井 陽菜

音響補助

成田 優

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

子どものハローワ

ーク講座「知りた

い！声優のしご

と」

③ 家庭教育の充実に関する支援

安心して子育てをするための学習の機会と、子育てに関わる人々の交流の場を創ることを目的に実施

した。特に乳幼児を持つ保護者は、外出する機会や他の保護者と接する機会が少ないことから、託児や

子ども連れでの参加が可能な講座を実施し、重点的に学習の機会を提供した。

ア 家庭教育講座

（ア）こころとからだのケアタイム～ママとベビーの産後ヨガ～
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事業の目的
産後、心身ともに不安定になりがちな母親へのケアや、安定した育児へのサポー

トを提供し、子育て中の保護者同士の交流や情報交換の場とする。

対 象 母親と生後２ヶ月～９ヶ月の乳児

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 水

赤ちゃんとママとの

絆を深めながら、マ

マ自身の心と体のバ

ランスを整え、日常

生活のさらなる幸せ

と笑顔を育む

実習

・参加者自己紹介

・産後の体の状態の解

説

・腸腰筋を戻す、体を

柔らかくする、呼吸

を整えるなど各種の

ヨガのポーズ

・ベビーヨガ ダンスインストラク

ター・ヨガインスト

ラクター

ＣＨＩＫＡ２ 水 実習

・首、肩、肩甲骨周り

を楽にするヨガのポ

ーズ

・ベビーヨガ

・ベビーマッサージ

３ 水 実習

・日常の中でリラック

スするためのヨガの

ポーズ

・ベビーヨガ

・ベビーマッサージ

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

こころとからだの

ケアタイム～ママ

とベビーの産後ヨ

ガ～

～

イ みんな思春期には悩みがある ママの視野を広く、こころを強くするはなし

事業の目的

保護者の思春期の子どもとのコミュニケーションの不安の解消を図り、思春期の

発達に関する知識やその時期にあった言葉かけの方法などを学び、子どもとの自然

なコミュニケーションを図るためのポイントを得る。

対 象 市民（小・中・高校生の子どもを持つ保護者）

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土 思春期概論①

講義

・思春期の子どもの言

動の意味づけと親の

とらえ方や対応の方

法

臨床心理士

花澤 佳子
２ 土 思春期概論②
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３ 土

スクールカウンセラ

ーから見た子どもた

ち

講義

・スクールカウンセラ

ーの日常から見える

学校での子どもたち

の姿、思春期の子ど

もたちのこころ

千葉市スクールカウ

ンセラー・スーパー

バイザー

寶川 由美子

４ 土
親のきもち、子ども

のきもち
講義

・反抗期・思春期のお

互いのイライラを理

解し、ともに心穏や

かに過ごすためのポ

イントや子どもの自

己肯定感を育むため

に親が予防として知

っておきたいこと

・子どもに気持ちを伝

える言葉かけのポイ

ント

Ｍ’ｓ ｒｏｏｍ代表

メンタルケア心理専

門士

三浦 久美子

５ 土
聴く力のワークショ

ップ
実習

・「聴く」こととはど

のようなことか、そ

の態度や方法を学ぶ

・体験的なワークを通

して実践的な聴く方

法を学ぶ

キャリアカウンセラ

ー

齋藤 めぐみ

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

みんな思春期には

悩みがある ママ

の視野を広く、こ

ころを強くするは

なし

～

イ 親子のふれあい講座

（ア）わらべうたと絵本の会 １歳児対象

事業の目的
わらべうたの言葉遊びや絵本の読み聞かせから言葉に親しみ、成長過程に応じた

様々な本に出会うことで、児童期、青少年期に続く読書活動への導入を行う。

対 象 １歳児とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

※各月第２金曜日

わらべうた

を通して

「ことば」

に親しむ

実習

手遊びとわらべうたを

親子で行う

絵本の紹介と読み聞か

せ

千葉市中央図書館

職員
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

わらべうたと絵本

の会 １歳児対象

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

わらべうたと絵本

の会 １歳児対象

年間合計

～
（ 組）

（イ）わらべうたと絵本の会 ２歳児対象

事業の目的
わらべうたの言葉遊びや絵本の読み聞かせから言葉に親しみ、成長過程に応じた

様々な本に出会うことで、児童期、青少年期に続く読書活動への導入を行う。

対 象 ２歳児とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

※各月第２金曜日

わらべうた

を通して

「ことば」

に親しむ

実習

手遊びとわらべうたを

親子で行う

絵本の紹介と読み聞か

せ

千葉市中央図書館

職員

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

わらべうたと絵本

の会 ２歳児対象

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

わらべうたと絵本

の会 ２歳児対象

年間合計

～
（ 組）
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ウ 親子のふれあい講座 親子であそぼう

（ア）パパとあそぼう ＨＯＰ・ＳＴＥＰ・ＪＵＭＰ

事業の目的
父親と子どもの組み合わせで様々な遊びを体験し、親子の触れ合いを深め、育児

参加への必要性を理解してもらう。

対 象 １、２歳児とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土

親子で楽しめる遊び

を覚えて、親子でふ

れあう。

実習

・アクションソング

・工作

・読み聞かせ

・絵皿ショートシアター

・育児のアドバイス

全日本レクリエーション

リーダー会議講師

荒牧 光子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

パパとあそぼう

ＨＯＰ・ＳＴＥ

Ｐ・ＪＵＭＰ
組 組 組

（イ）木育おもちゃの広場 五感を刺激する木のおもちゃとグッドトイであそぼう

事業の目的
木のおもちゃやグッドトイを見て、触って、動かしてみることで、子どもの五感

の発達と親と子の触れ合いを促す。

対 象 ２、３歳児とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 金

木のおもちゃの良さ

を理解し、親子で共

有する。

実習

・３０種類以上のおも

ちゃを開放し、自由

に手に取り遊ぶ

・手遊び歌

・工作

・読み聞かせ

日本グッド・トイ委

員会おもちゃコンサ

ルタント

水谷 悦子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

木育おもちゃの広

場 五感を刺激す

る木のおもちゃと

グッドトイであそ

ぼう

組 組 組
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（ウ）パパとあそぼう

事業の目的
父親と子どもの組み合わせで様々な遊びを体験し、親子の触れ合いを深め、育児

参加への必要性を理解してもらう。

対 象 １、２歳児とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日

親子で楽しめる遊び

を覚えて、親子でふ

れあう。

実習

・アクションソング

・おさんぽ

・ブルーシートの遊び

・パタパタカラフルワ

ールド

・読み聞かせ

全日本レクリエーション

リーダー会議講師

荒牧 光子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

パパとあそぼう
組 組 組

（エ）親子であそぼう らんらんらん

事業の目的
様々な遊びを体験し、親子の触れ合いを深めてもらいながら、保育所等の地域で

の子育てに関わる取組みを周知する。

対 象 ３歳未満児とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 木

子どもと楽しむ遊び

を覚え、親子のふれ

あいを深める。

実習

・パネルシアター

・体操

・ふれあいあそび

・お正月あそび工作

千葉市弁天保育所保

育士

植草 知慧

尾堂 真実

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

親子であそぼう

らんらんらん 組 組 組

エ 孫育ち講座

事業の目的
専門家による新しい知識を提供することにより、祖父母世代がこれまでの子育て

の経験を活かして、親世代のサポートを行っていけるよう支援する。

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 木 健やかな育ちとは 講義

・現在の妊娠、出産、

子育ての様子

・健やかな状態

・体温、健康のバロメー

ター

・ストレスを感じると 千葉市助産師会

川島助産院院長

川島 広江

２ 木
健やかな育ちのため

の環境を考える
講義

・思春期における体の

発達

・自己肯定感とは？

・良好な発達を促進す

る「人為的環境」

・健やかな育ちを考え

る

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

孫育ち講座 ・

オ 子ども読書講座「パスワードは、ひ・み・つ」～松原秀行さんを迎えて～

事業の目的
市民の児童文学や子どもの読書への関心を高め、子どもの読書活動推進の一助と

する。

対 象 小学生以上の市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
「パスワードシリー

ズ」について
講義

・子どもと一緒に楽し

める会場参加型イベ

ント

児童文学作家

松原 秀行

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

「 パ ス ワ ー ド は 、

ひ・み・つ」～松原

秀行さんを迎えて～

当日受

付あり

カ 子育て講演会

（ア）子育て講演会「乳幼児の一日の過ごし方」

事業の目的
子どもの医療に関して正しい知識を持ち、安心して子育てができるような環境を

整える。

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 月
乳幼児の一日の過ご

し方について
講義

・乳幼児の一日の生活

リズムについて

・乳幼児の快適な夏の

過ごし方について

大浜医院院長

大浜 洋一

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

子育て講演会「乳

幼児の一日の過ご

し方」

（イ）幼児教育公開講座「子どもの心を健やかに育む親のかかわり」

事業の目的 子育てについて保護者と共に考える機会を提供する。

対 象 就学前の子どもを持つ保護者、幼児教育に関心のある市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 火
子どもの心を健やか

に育む親のかかわり
講演

・乳幼児の特徴や親の

役割について学ぶ

千葉大学教育学部

准教授

砂上 史子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

幼児教育公開講座

「子どもの心を健

やかに育む親のか

かわり」

（ウ）子育て講演会「乳幼児の冬の病気について」

事業の目的
子どもの医療に関して正しい知識を持ち、安心して子育てができるような環境を

整える。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 月
乳幼児の冬の病気に

ついて
講義

・乳幼児の冬の過ごし

方

・冬に多い病気やその

予防法について

大浜医院院長

大浜 洋一

－ 37 －



実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

子育て講演会「乳

幼児の冬の病気に

ついて」

④ 青少年の健全育成の支援

地域社会全体で子どもを育てることが求められているが、生涯学習センターでは、子どもを対象と

するプログラムを充実させ、異世代間の交流やコミュニケーション能力の向上が図れるよう、関係各

所と連携しながら、子どもたちの「体験」を重視した事業を実施した。

ア 子どもチャレンジ教室

事業の目的
心豊かでたくましい子どもを社会全体で育むため、子ども向けの学習活動・体験

活動を実施する。

対 象 主として小学生

（ア）七夕かざりを作ろう

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日 七夕かざりを作る 実習
・七夕かざりを完成さ

せる

ちば・こくごふれあ

いの会

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

七夕かざりを作ろ

う

（イ）宇宙の不思議

学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 水

「Ｍｉｔａｋａ」を

見ながら宇宙旅行疑

似体験

星座早見盤を作る

講義

・「Ｍｉｔａｋａ」に

よる視覚的な宇宙の

旅を体験する

・星座を知る

国立天文台天文情報

センター准教授

縣 秀彦

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

宇宙の不思議
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（ウ）千葉公園を歩いて、世界に１つの本をつくろう

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 木

樹木や植物について

備蓄食糧の体験

学んだことを本にま

とめる

実習

・千葉公園を歩きなが

ら樹木や植物に触れ

る

・アルファ米の試食

・本の手作り

千葉県森林インスト

ラクター

神子 秀夫

山内 和夫

黒岩 晶

菅野 興文

施設ボランティア

「学びコム」

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

千葉公園を歩い

て、世界に１つの

本をつくろう

受講料

（エ）接着のふしぎ

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 金

モノづくりの知恵と

技を知り、模型作り

を楽しむ

講義

実習

・接着剤と素材、工具

の使い方

・接着剤とその特性、

さまざまな素材を接

着してみる

・とことこロボットの

工作と発表

株式会社フォルム

代表取締役社長

松本 有

社員ボランティア

学生ボランティア

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

接着のふしぎ

（オ）カメのふしぎ大発見！

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
日本のカメの生態を

知る

講義

実習

・カメの生態に関すク

イズ

・本物のカメに触れて

みる

法人ｶﾒﾈｯﾄﾜｰｸｼﾞｬ

ﾊﾟﾝ代表理事

小菅 康弘
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

カメのふしぎ大発

見

（カ）親子で楽しむまが玉作り！

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

・

２

木
まが玉とネックレス

作り
実習

・まが玉の由来の説明

・まが玉作り体験

千葉市埋蔵文化財調

査センター

長原 亘

塚原 勇人

小林 崇

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

親子で楽しむまが

玉作り！ 組 組 組

受講料

（キ）僕と私の考古楽？

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （月） 考古学について 講義
・考古学と千葉市の遺

跡について
千葉市埋蔵文化財調

査センター

長原 亘

遠山 宣正２ （火） 組みひもについて 実習 ・組みひもの製作体験

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

僕と私の考古楽？ ・

（ク）古代の組みひもを作ってみよう！

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

・

２

木

古代の組みひもの作

り方

ストラップやブレス

レット作り

体験

・組みひもの説明

・編み方の実演

・組みひも編み体験

千葉市埋蔵文化財調

査センター

長原 亘

塚原 勇人

遠山 宣正

佐藤 遥子
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

古代の組みひもを

作ってみよう！

（ケ）たのしいこくご★チャレンジ

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

・

２

金

・

土

国語のさまざまな学

習課題に取り組む
実習

・漢字の学習

・漢字ビンゴに挑戦

・「千葉市のふれあい

こどもかるた」体験

ちば・こくごふれあ

いの会

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

たのしいこくご★

チャレンジ
・

（コ）ウキウキ科学工作教室

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

・

２

土
科学的な仕組みを学

べる工作をする
実習

・ビー玉万華鏡

・色変わりストラップ

・バランストンボ

千葉市科学館

萬實 靖雄

千葉市科学館ボラン

ティア

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ウキウキ科学工作

教室

（サ）千葉市のふれあい子どもかるたであそぼう！

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日

かるたの言葉と絵

で、知らない「千

葉」を発見し、言葉

の韻を楽しむ

実習

・かるたに描かれてい

る「千葉」を読み上

げる

・かるた取りの体験

ちば・こくごふれあ

いの会

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

千葉市のふれあい

子どもかるたであ

そぼう！
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（シ）箏の音色を楽しもう

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

・

２

土

箏の音色や響きを味

わう

和楽器の仕組みを知

り、演奏の楽しさを

味わう

実習

・箏の紹介

・基礎練習

・講師による演奏

・全員で演奏

筝曲朝香会

朝香 麻美子

朝香 桂子

山下 綾子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

箏の音色を楽しもう

イ 「青少年の日」関連事業「わくわく工作！池田塾」

事業の目的
青少年の地域での居場所づくりと地域の教育力の向上を図り、工作の方法とあそ

び方を体験し、参加者同士のコミュニケーションを広げる。

対 象 主として小学生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

・

２

土

ものを作る楽しさや

完成の喜びを知る

参加者同士で遊ぶこ

とで交流を図る

実習

・身近な材料を使った

工作

リングロケット

ひらひらチョウチョ

ちば生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ｾﾝﾀｰ登録者

池田 十三男

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

わくわく工作！池

田塾

ウ 「子ども読書まつり」関連事業

「あなたの思いを伝えよう！～絵手紙・飛び出すメッセージカードを作ろう！」

事業の目的 絵手紙・メッセージカードを作成することで、言葉への興味関心を高める。

対 象 主に小学生
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
絵手紙・メッセージカー

ドの製作
実習

・果物などをモチーフに絵

手紙を作成する

・いろいろな仕掛けをもつ

メッセージカードを作る

ちば・こくごふれあ

いの会

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

あなたの思いを伝

えよう！～絵手

紙・飛び出すメッ

セージカードを作

ろう！
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４ 指導者養成事業

（１）指導者の養成

生涯学習の推進には「人づくり」が重要であるという基本認識に立ち、市内の生涯学習・社会教育

関係団体、ボランティア等の活動を支援するため、これらの指導者に対して、資質の向上、専門的知識

や技術の習得に向けた各種研修を実施した。

① 生涯学習指導者研修

ア 基礎講座①兼生涯学習ボランティア登録説明会「ボランテイアをはじめたい！千葉

市のボランティア関連施設活用術 ～ちばぼら 施設合同説明会～」

事業の目的

千葉市のボランティア支援関連施設の紹介を通して、千葉市のボランティア登

録や活動支援のしくみを理解して、活動参加へのきっかけづくりにする。千葉市

ホームページの、千葉市ボランティア情報「ちばぼら」を広報する。ちば生涯学

習ボランティアセンター事業を周知するとともに、登録の促進をする。

対 象 ボランティア活動全般に関心のある方

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（土）

千葉市ボランティア

情報データベース

「ちばぼら」に情報

提供している 施設

のボランティア支援

事業を紹介すること

で、千葉市各施設の

ボランティア登録や

活動支援の仕組みを

理解し、活動参加へ

のきっかけづくりに

する

講義

・ボランティア実践者によるミニ

講演、「ちばぼら」の紹介、千葉

市民活動支援センターの事業お

よび事例紹介、千葉市国際交流

協会のボランティア事業および

事例紹介、ちば生涯学習ボラン

ティアセンターの事業および事

例紹介、千葉市ボランティアセ

ンターの事業および事例紹介、

質疑応答、個別相談

千葉市生涯学習セン

ター 施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

尾形 浩一

千葉市民活動支援セ

ンター代表

山本 俊子

（公財）千葉市国際

交流協会 職員

（社福）千葉市社会

福祉協議会（千葉市

ﾎﾟﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）職員

千葉市生涯学習ｾﾝﾀｰ

職員

実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

基礎講座①兼生涯

学習ボランティア

登録説明会「ボラ

ンティアをはじめ

たい！千葉市のボ

ランティア関連施

設活用術～ちばぼ

ら４施設合同説明

会～」

受講料

無料
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イ 基礎講座②「期待高まるシニアの地域デビュー ～人生を豊かにする第一歩～」

事業の目的

元気で知識や技術を持った団塊世代、それに続く方々が地元で生かされ、新しい

つながりを作っていくために、個人的学習の先にあるボランティア活動や、地域社

会活動について理解を深め、基礎となる知識を学ぶ機会とする。

対 象 市民（概ね 才以上）

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（金）
期待高まるシニアの

地域デビュー

講義

実習

・高齢化の傾向と対策、施策

・地域に溶け込み、健康で自立し

て生きることの大切さ

・地域デビューの方法

・地域活動の実例

・事例紹介

・質疑応答

（有）アリア代表

松本 すみ子

ちば生涯学習ボラン

ティアセンター登録

者事例発表

増田 信則

坂元 式子

実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

基礎講座②「期待

高まるシニアの地

域デビュー ～人

生を豊かにする第

一歩～」

受講料

無料

ウ 実践講座①「地域活動に役立つ！コミュニケーション力に“磨きをかける”」

事業の目的
人との関わり方が円滑になるコミュニケーション術を学習し、より良い人間関係

を構築して充実した地域活動を行えるよう促す。

対 象 市民（地域活動に関心のある方）

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（金）

地域活動を円滑にす

るコミュニケーショ

ンについて知る

講義

実習

・人によって異なる、関わり方の

傾向や特性、効果的に周囲と関

わっていくための考え方

・コミュニケーションの基本であ

る話を「聴く」ことの効果とそ

の具体的技法

代表

藤田 潮

実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決

定者数
人

延受講

者数
人

備考

実践講座①「地域活

動に役立つ！コミュ

ニケーション力に

“磨きをかける”」

受講料

無料
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エ 実践講座②「知って納得！前向きな話し合いをつくるための極意」

事業の目的
地域活動を深化させるために欠かせない、メンバー間等での話し合いの場で役立

つファシリテーションの知識と技術を習得する。

対 象 市民（地域活動に関心のある方）

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（水）
話し合いに向けて

事前に準備すべきポ

イントを知る

講義

実習

・ファシリテーションとは

・場づくりの方法

・プログラムの組み立て

・ファシリテーターの役割 法人日本ファシ

リテーション協会

フェロー

鈴木 まり子

（水）

実際に話し合いを

進めるときに役立つ

ポイントを知る

講義

実習

・オリエンテーション

・傾聴

・問いかけ

・グループサイズの変更

・時間管理

・インストラクション（説明）等

実施講座 開催期間 回数 回
時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者

数 人
備考

実践講座②「知っ

て納得！前向きな

話し合いをつくる

ための極意」

・
受講料

無料

オ 実践講座③「初めてのＷｅｂ広報」

事業の目的
市内で活動しているボランティアや市民団体が、インターネットを利用した広報

活動の方法について学ぶ。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（火）

いま求められている

広報ツール、フェ

イスブックの活用

講義

実習

・地域活動や地域づくりに求めら

れる広報とは

・地域活動や地域づくりに役立て

る広報活動の観点

・地域活動の戦略的 広報

・様々な媒体を活用した広報活動

広報コンサルタント

林 冬彦
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実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

実践講座③「はじ

めてのＷｅｂ広

報」

受講料

無料

カ 学校・地域支援者研修①「知ろう！話そう！ ！ ～ 役員研修会～」

事業の目的 活動とは何かを知り、 活動を活性化する方策を考える。

対 象 市内小中学校ＰＴＡ・保護者会役員

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（木）

活動について、

他校の状況を理解し

活動の活性化に

つながる方策や自校

の改善点を考える。

講義

実習

・講演「 役員を経験して」

・グループ学習「アンケート結果

をもとに、楽しめる 行事等」

（楽しめる 行事について、

会費について、災害備蓄に

ついて、セーフティーウォッチ

ャーについて、運動会の場所取

りについて、行事の喫煙場所に

ついて、 役員決めについ

て、等）

千葉市ＰＴＡ連絡協

議会前副会長

栗原 佳代

千葉市ＰＴＡ連絡協

議会副会長

川島 あけみ

実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

学校・地域支援者

研修①知ろう！話

そう！ ～

役員研修会～

受講料

無料

キ 学校・地域支援者研修②放課後子ども教室コーディネーター等研修会

「もっと楽しく！放課後子ども教室」

事業の目的
放課後子ども教室の意義や役割を学ぶとともに、活動プログラムを実践していく

うえでのテクニックやノウハウを身に付ける。

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（火）

午前①

午後②

放課後子ども教室

の指導者としての役

割を考え、各教室に

おける課題や悩みを

共有し、解決の糸口

を見出すとともにコ

ーディネーターとし

ての力量を高める。

講義

実習

・講演「放課後子ども教室の意義

と役割」

・ワークショップ「ともに考えよ

う。抱える悩みや課題」

・活動プログラムの実地体験

・活動プロラムの指導のポイント

や安全面での配慮事項

千葉大学教育学部教授

藤川 大祐

法人ちば子ども学

研究会理事長

園田 敦子

（水）

午前③

午後④

実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

学校・地域支援者

研修②「もっと楽

しく！放課後子ど

も教室」

①②
受講料

無料
③④

② 生涯学習関係職員研修

ア 公民館職員研修（新任職員研修）

事業の目的
生涯学習・社会教育の意義と役割、公民館に関する歴史と現状を学習することに

より、公民館職員としての職務を理解するとともに、意識を高める。

対 象 公民館新任職員

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

水
生涯学習・社会教育概論

公民館職員の役割

講義

実習

・公民館設立の経緯や

歴史的背景を知る。

・ＶＴＲ視聴を通じ、

公民館及び社会教育

についての理解を深

める。

・グループワーク「言

葉に表れる人権感覚

とは何か考える」

宇都宮大学地域連携教

育研究センター教授

廣瀬 隆人

実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

公民館職員研修

新任職員研修

イ 公民館職員研修（館長研修Ⅰ・Ⅱ）

事業の目的
館長に求められる役割と資質について理解する。地域で公民館の果たすべき

役割を理解する。

対 象 公民館館長・南部児童文化センター所長等
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〈学習プログラム〉公民館館長研修Ⅰ

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

火
公民館長の役

割について
講義

・教育施設としての公民館

・学習と教育の違い

・社会教育施設を構成するもの

・公民館長として考えることが期待さ

れる課題

青山学院大学

教育人間科学

部教授

鈴木 眞理

〈学習プログラム〉公民館館長研修Ⅱ

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

水

ホスピタリテ

ィにあふれた

公民館を目指

して～ディズ

ニーの場づく

りとおもてな

し・人材育成

を考える～

講義

・三越からオリエンタルランドへ

・東京ディズニーランドの誕生

・最初のころのオリエンタルランド

・やってきた仕事

・ディズニーの人財育成

・ディズニーのおもてなし

・講義を受けての気づきとこれからの

仕事に生かせそうなこと

オフィスＷａ

ｋｕＷａｋｕ

髙橋 昌也

実施講座 開催期間
回数

回

時間数
時間

応募者
人

受講決

定者数
人

延受講者数
人

備考

公民館職員研修

（館長研修Ⅰ）

公民館職員研修

（館長研修Ⅱ）

公民館職員研修

（館長研修）年 間 合 計 －

ウ 公民館職員研修（主事研修Ⅰ･Ⅱ）

事業の目的
地域住民に親しまれる公民館であるために、職員が心掛ける接遇のポイントを

習得する。

対 象 公民館職員

〈学習プログラム〉主事研修Ⅰ

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

（火）
接遇の意味とポイン

ト

講義

演習

・接遇が必要なわけ

・第一印象を決める つの

要素

・出会い、用件把握、相互

理解、分かりやすい説

明、協力・理解、感謝、

しめくくりの一連の流れ

でのポイント

・事例研究とロールプレイ

ングとアドバイス

株 パトス専任講師

織田 ひろみ
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〈学習プログラム〉主事研修Ⅱ

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

水
高齢者の理解とコミ

ュニケーション
講義

・老化でおこるからだの変

化、こころの変化

・コミュニケーションと傾

聴の基本

・高齢者の安全

車椅子に関する知識と車

椅子実習

・グループ討議

千葉県福祉ふれあい

プラザ介護実習セン

ターマネージャー

西野 雅信

実施講座 開催期間
回数

回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講

者数 人
備考

公民館職員研修

（主事研修Ⅰ）

公民館職員研修

（主事研修Ⅱ）

公民館職員研修 主事研修

年 間 合 計
－

③ 生涯学習コーディネーターの養成

生涯学習コーディネーター養成講座「思いをカタチにする！サークルづくり４つのポイント」

事業の目的
地域活動を行なう上で必要となる知識や技術を習得する学習の機会を提供し、生涯学

習コーディネーターを養成する。

対 象 生涯学習・地域活動に関心のある方

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学 習 内 容 講師・助言者

（水）

（水）

地域の活性化や話題

解決を図る生涯学習

活動を広げるための

第一歩として、集団

づくりの方法等につ

いて、コミュニケー

ションの技法を中心

に学習する。

講義

事例研究

講義

ワーク

ショップ

①思いをカタチにするためのポ

イント

・活動の「企画書」を作ってみ

る。

②最初の三人を集めるためのポ

イント

・身近な人をお誘いしてみる。

③活動の魅力を広く伝えるポイ

ント

・仲間を増やすチラシを作る。

④みんなが尊重される場を作る

ポイント

・続けていくための話し合いを

する。

サードバリュー・ブル

ワリーマイスター

徳田 太郎
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

生涯学習コーディネーター養

成講座「思いをカタチにする！

サークルづくり４つのポイン

ト」

・
受講料

無料

④スタッフ研修

ア 施設ボランティア担当者研修

事業の目的
施設ボランティア事業について、現状での問題点や課題など、担当者間で意見交

換を行うことにより、今後の事業運営に役立てる。

対 象
生涯学習センター、千葉市科学館、郷土博物館、加曽利貝塚博物館、中央図書

館、美術館のボランティア担当職員

実 施 日 （金）

時間・回数 時間× 回

受 講 者 数 人

内 容 各施設ボランティア事業の現状と課題を共有し、課題解決を図る。

イ 学習相談員専門研修

事業の目的 学習相談員としての知識を充実させ、細やかな相談対応へ反映させる。

対 象 生涯学習センター職員

実 施 日 （月）

時間・回数 時間× 回

受 講 者 数 人

内 容

各施設の利用状況や事業について職員より説明を受け、今後の相談事業に役立つ知

識を身に付ける。また、普段の業務での疑問点等について改めて相談員間で話し合

い共通理解を図る。

ウ 生涯学習センター事業部門スタッフ研修

事業の目的
民間企業経営者を招いて、顧客の満足度を高めるための取り組みや従業員側の視

点の持ち方について学習し、財団管理施設等における市民対応力を向上させる。

対 象 生涯学習センター職員

実 施 日 （木）
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時間・回数 時間× 回

受 講 者 数 人

内 容
民間企業における、お客様に対する対応の基本や従業員の姿勢などについて学習す

る。

※ 生涯学習相談員 生涯学習ボランティアコーディネーター兼任 及びグループ職員の資質・力量の向上と

専門的な知識・技能の習得のために研修を実施した。

研 修 名 研 修 日 場 所 参 加 者

自主研修

（相談員定例会） （計 ）

生涯学習センター

学習支援グループ

職員 名

学習相談員 名

（２）学習ボランティア活動の支援

「まなびサポーター」などの学習ボランティアが生涯学習施設等で活動を推進するために必要な研修

を実施した。

① 施設ボランティア（まなびサポーター）養成研修

ア 施設ボランティア養成研修基礎講座

事業の目的

生涯学習、社会教育に関する基礎的知識を得るとともに、生涯学習施設等におけ

るボランティア活動の意義・役割等についての理解を深め、相互学習活動の活性化

や継続的な活動意欲を高め、今後のボランティア活動における基盤をつくる。

対 象 市内在住、在勤、在学の 歳以上の者（高校生を除く）

〈学習プログラム〉 ※対象施設：郷土博物館、生涯学習センター

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

火

開講式

ボランティア活動と生

涯学習

講義

・生涯学習の理念と生涯学

習活動の意義、生涯学習

ボランティアの特徴、ボ

ランティア活動と生涯学

習の関わり

ＮＰＯ法人全国生涯学

習まちづくり協会副理

事長

清水 英男

火

ボランティア活動の実

際

講義

実習

・各施設の活動事例の発表

・活動に対する質疑応答 各施設職員・ボランテ

ィア

ボランティア活動にお

けるコミュニケーショ

ン

・コミュニケーションの要素

とベースとなる聞くことの

大切さ

・聞く力を高めるためのペア

ワーク

株 話し方研究所主任

教授

伊藤 昭繁

火
ファシリテーション入

門①

講義

実習

・ファシリテーションの技

術、ファシリテーターと

は、ファシリテータース

（株）パトス専任講師

安部 博枝
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ファシリテーション入

門②

キルについて（傾聴法・

ＰＲＥＰ法・ＫＪ法）

火

求められている生涯学

習ボランティア像

閉講式

修了証書授与式

講義

・生涯学習施設ボランティ

アの特徴、魅力あるボラ

ンティアグループの機能

と活動

ＮＰＯ法人全国生涯学

習まちづくり協会副理

事長

清水 英男

実施講座 開催期間
回数
回

時間数
時間

応募者
人

受講決定

者数 人

延受講者数
人

備考

施設ボランティア

養成研修基礎講座

～
郷

セ

計

郷

セ

計

受講料

無料

※郷：郷土博物館 セ：生涯学習センター

イ まなびサポーターフォローアップ研修（映像記録分野）

事業の目的
生涯学習センター映像記録分野の施設ボランティアとして、実務に必要な専門的技術

を習得する。

対 象 平成２６年度施設ボランティア養成研修基礎講座受講者（映像記録分野）

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

（水）

実際のボランティア活動

について学ぶ
実習

・活動に必要な知識、講座の

企画運営に関する勉強会

映像記録分野ボランテ

ィア

（木）

（木）

（日）

（木）

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講決定

者数 人

延受講者数

人
備考

まなびサポーターフォ

ローアップ研修（映像

記録分野）
～

受講料

無料

ウ まなびサポーターフォローアップ研修（講座支援分野）

事業の目的
生涯学習センター講座支援分野の施設ボランティアとして、実務に必要な専門的技術

を習得する。

対 象 平成２６年度施設ボランティア養成研修基礎講座受講者（講座支援分野）
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

（水）

実際のボランティア活動

について学ぶ
実習

・活動に必要な知識、講座の

企画運営に関する勉強会

講座支援分野ボランテ

ィア

（木）

（水）

（水）

実施講座
開催期

間

回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講決定

者数 人

延受講者数

人
備考

まなびサポーターフォ

ローアップ研修（講座

支援分野）
～

受講料

無料

エ まなびサポーター連絡会

事業の目的
まなびサポーターとして活動するにあたっての自覚・意欲向上を目的とする。

また、登録者と担当職員の意見交換の交流の場とする。

対 象 平成２６年度まなびサポーター登録者

実施事業名 開催日
回数

回

時間数

時間

登録者

（人）

参加者

（人）
備考

まなびサポーター連絡会
〜

―

＜活動分野・団体名について＞ 平成 年 月 日現在

分野 団体名
人数（人）
※重複登録含む

（重複登録者数）

パソコン

まなサポ

まなサポ２

まなサポ３

デジカメ ドリームリーダー （ ）

講座支援 まなサポ１１ （ ）

学びコム （ ）

映像記録 映像記録ボランティア

上映会 上映会ボランティア

計 （ ）

② 学習ボランティア活動の支援

ア デジカメ相談会（まなびサポーター「ドリームリーダー」による実施）

事業の目的

「ドリームリーダー」（まなびサポーター）の企画運営による、一般市民を対象と

した、デジタルカメラの基礎知識及び画像の編集技術等の学びの場を提供するとと

もに、受講者の生きがいづくり、社会参加、仲間づくりの充実を図る。あわせて、

「ドリームリーダー」（まなびサポーター）の学習活動実践の場とする。

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

～

～ 全 回

※毎月第 火曜日、

第 水曜日

デジタルカメラ

に関する疑問の

解決を図る

実

習

･デジカメの基礎知識

･基礎的撮影技術

･データ取り込み技術

･基礎的編集技術

･編集技術の応用

ドリームリーダー

（まなびサポーター）

実施講座 開催期間
回数

回

時間数
時間

応募者
人

受講者
人

延受講者数
人

デジカメ相談会

ドリームリーダー

デジカメ相談会

年間合計
～

イ パソコン相談コーナー（まなびサポーター「まなサポ」による実施）

事業の目的

「まなびサポーターの企画運営による市民参画」を実現するとともに「市民の

パソコンに関する学習の場」及び「質問対応によりパソコンの知識と理解をより

深める場」を提供することにより、市民と市民の交流を促進し、パソコン学習の

輪を広げる。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

～

～ 全 回

毎月第 ・第 土曜日

（年末年始を除く）

市民のパソコンに関す

る疑問の解決を図り、

まなびサポーターが自

分たちの学習成果を市

民に還元する

実習

パソコン操作方法

の指導と新たな学

習課題の発見

まなサポ

（まなびサポーター）
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数
時間

応募者
人

受講者
人

延受講者数
人

パソコン相談コーナー

（まなサポ）

パソコン相談コーナー

年間合計
～

ウ パソコン相談コーナー（まなびサポーター「まなサポ 」による実施）

事業の目的

「まなびサポーターの企画運営による市民参画」を実現するとともに「市民の

パソコンに関する学習の場」及び「質問対応によりパソコンの知識と理解をより

深める場」を提供することにより、市民と市民の交流を促進し、パソコン学習の

輪を広げる。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

～

～ 全 回

毎月第 ・第 火曜日

（年末年始を除く）

市民のパソコンに

関する疑問の解決

を図り、まなびサ

ポーターが自分た

ちの学習成果を市

民に還元する

実習

パソコン操作方法の

指導と新たな学習課

題の発見

まなサポ２

（まなびサポーター）
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数
時間

応募者
人

受講者
人

延受講者数
人

パソコン相談コーナー

（まなサポ２）

パソコン相談コーナー

年間合計
～

エ パソコン相談コーナー（まなびサポーター「まなサポ 」による実施）

事業の目的

「まなびサポーターの企画運営による市民参画」を実現するとともに「市民の

パソコンに関する学習の場」及び「質問対応によりパソコンの知識と理解をより

深める場」を提供することにより、市民と市民の交流を促進し、パソコン学習の

輪を広げる。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

～

～ 全 回

毎月第 木曜日

（年末年始を除く）

市民のパソコンに

関する疑問の解決

を図り、まなびサ

ポーターが自分た

ちの学習成果を市

民に還元する

実習

パソコン操作方法の

指導と新たな学習課

題の発見

まなサポ３

（まなびサポーター）
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数
時間

応募者
人

受講者
人

延受講者数
人

パソコン相談コーナー

（まなサポ３）

パソコン相談コーナー

年間合計
～

オ まなびサポーター（学びコム）の活動（講座支援分野）

事業の目的
まなびサポーターの企画運営による市民参画を実現するとともに、講座実施により

市民の生涯学習の機会と市民相互の交流の場を提供する。

対 象 高齢者（５５歳以上）・小学生

※講座の詳細は生涯学習に関する講座、講演会等の開催（学習推進事業Ⅰ 学習事業）に別掲

カ まなびサポーター（まなサポ１１）の活動（講座支援分野）

事業の目的
まなびサポーターの企画運営による市民参画を実現するとともに、講座実施により

市民の生涯学習の機会と市民相互の交流の場を提供する。

対 象 高齢者（６０歳以上）

※講座の詳細は生涯学習に関する講座、講演会等の開催（学習推進事業Ⅰ 学習事業）に別掲

キ まなびサポーター（映像記録ボランティア）の活動（映像記録分野）

事業の目的
千葉市生涯学習センターのイベント、市内の教育・文化等に関わる施設や活動を

記録する。

対 象 市民

※市民向けに実施する講座はメデイア学習事業に別掲

ク まなびサポーター（上映会ボランティア）の活動（上映会分野）

事業の目的
まなびサポーターの企画運営による市民参画を実現するとともに、上映会を通し

て市民の生涯学習の機会と市民同士の交流の場を提供する。

対 象 市民

※市民向けに実施する講座はメデイア学習事業に別掲
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（３）ちば生涯学習ボランティアセンターの運営

市民一人一人の生涯学習活動の成果を活かす仕組みとして、ちば生涯学習ボランティアセンターを運営

し、指導者や協力者が身近に見つからないという方と、ボランティアとして自身の知識・経験を地域社会

に役立てたいという方の橋渡しをするため、「ちば生涯学習ボランティアセンター」を運営している。

専門のスタッフ（生涯学習相談員等）を配置し、生涯学習広場および調査・資料室でボランティア登録 
・相談等の受付を行い、生涯学習ボランティアに関する情報を情報誌や生涯学習センターホームページに 
掲載するなど、普及・啓発に努めた。また、登録者・市民に研修の機会を提供するとともに、アトリウム 
ガーデンやエントランスホール等で、登録ボランティアの活動紹介・展示・体験教室等による「ボランテ

ィアフェア 」を開催し、ボランティア同士の交流を図った。さらに、ちばまなびネットにおける登

録者へのＩＤ付与によって、登録者自身による情報提供を実施した。 
ボランティア活動の活性化のために、登録ボランティアが編集する情報紙『ボランティアタイム』（年 
回刊行）の発行を支援した。また、ボランティアセンター登録者、生涯学習センター、公民館、図書館、

コミュニティセンター、区役所等に配布するほか、生涯学習センターホームページで閲覧できるよう提供

した。 
千葉市のボランティアデータベース「ちばぼら」に、ちば生涯学習ボランティアセンターの団体登録

者情報と登録者募集情報の提供をした。また、千葉市ボランティアセンター・ちば市民活動支援センタ

ー・千葉市国際交流協会と、講座・イベントへの相互参加等を通して連携を深めた。

〈ちば生涯学習ボランティアセンターの運営状況〉

受 付 時 間 休館日を除く ： ～ ：

登 録 数
個人登録 人（男性 人、女性 人）

団体登録 団体（構成人員 人）

①ちば生涯学習ボランティアセンター登録者研修

ア ボランティア活動を魅力的に紹介する人前力（登録者研修①）

事業の目的

ボランティア登録をしている方の活動を支援するため、活動に役立つスキル研修

を行い資質の向上を図る。２６年度登録者に向けてボランティアセンターの事業お

よび事例紹介をする。

対 象 ちば生涯学習ボランティアセンター登録者

〈学習プログラム〉ボランティア活動を魅力的に紹介する人前力

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

（土

ちば生涯学習ボランテ

ィアセンターの事業お

よび事例紹介 講義

実習

・ちば生涯学習ボランティ

アセンターの事業および

ボランティア支援につい

て

生涯学習センター

学習相談員

人前力

・人前力のポイント

・自分の活動を紹介

・相手に合わせた話し方

（有）プラントライ

ブ代表

山本 秀行

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講決定

者数 人

延受講者数

人
備考

ボランティア活動を魅

力的に紹介する人前力

受講料

無料
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イ はじめてつくるプレゼン資料 基礎講習（登録者研修②）

事業の目的
ボランティア登録をしている方の活動を支援するために、活動に役立つパワーポ

イントを使った資料作り講習を行いスキルの向上を図る。

対 象 ちば生涯学習ボランティアセンター登録者

〈学習プログラム〉はじめてつくるプレゼン資料 基礎講習

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

（土

内容の概

略・主画面を理解する
講義

実習

・パワーポイントを使った

プレゼン資料作りの基礎

を学ぶ

・登録者の活動内容を整理

してプレゼン資料を作る

法人 ちばイン

ターネット普及会

理事 中村 孝則

他 ６名

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講決定

者数 人

延受講者数

人
備考

はじめてつくるプレゼ

ン資料 基礎講習

受講料

無料

②「ボランティアフェア 」（自主事業）

期間：平成 年 月 日（金）～ 月 日（日）

会場： エントランス アトリウム 地下１ メディアエッグ

発表形態：パネル展示、体験コーナー、活動紹介プレゼンテーション・特別講演

参 加 者 数 個 人 団体・施設 合 計

展示に参加した登録者

体験教室に参加した登録者

展示に参加した公共施設等 －

活動紹介プレゼン・特別講演に参加した登録者

合 計

※ 展示協力機関：社会福祉法人千葉市社会福祉協議会 千葉市ボランティアセンター

公益財団法人千葉市国際交流協会

千葉市民活動支援センター

「ボランティアフェア 」パネル展示（会場 Ｆアトリウム）

展示タイトル 参 加 者

価値ある人生のために 団 体

「国際理解教育」のために出前講座を行います 団 体

ちば・こくごふれあいの会活動内容の紹介 団 体

簡単手縫い「タオル帽子」 抗がん剤で脱毛に悩む方応援 団 体

円空彫 団 体

認知症の方の傾聴って？ 団 体

でアート、「えんしょう流」オリジナル一筆箋、デジカメ写真の取り込み

方・整理・加工まで
団 体

変体仮名を学び年賀状や和歌・俳句に応用してみませんか 個 人

パッチワークを始めてみませんか？ 個 人

はじめてのアートフラワー 個 人

民謡をうたおう 民謡で呼吸筋 個 人
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たかが似顔絵、されど似顔絵 個 人

健康セミナー 個 人

子ども達へ、自然科学のススメ 個 人

わくわく工作池田塾 個 人

カミノミクス 個 人

ママをトータルコーディネート 個 人

千葉市ボランティアセンターの紹介 施 設

千葉市国際交流協会の紹介 施 設

千葉市民活動支援センターの紹介 施 設

「ボランティアフェア 」体験コーナー（会場 Ｆエントランス）

日 教室タイトル 受講者数

日（土）
カミノミクス、折り紙パズル 人

整理収納プチセミナー ～利き脳診断～ 人

日（日）
囲碁教室 人

ロープ編みでストラップをつくろう 人

日（土）
紐でつくるコースター 人

将棋教室 人

日（日）
染めてつくるブローチづくり 人

タオル帽子つくり 人

「ボランティアフェア 」活動紹介プレゼンと特別講演（会場 地下 Ｆメディアエッグ）

日 講演内容 タイトル 参加

（日）

特別講演 自然災害から身を守る 個人

活動紹介プレゼン ちばの風土・文化・歴史などに関する事業 団体

活動紹介プレゼン 素話、お話し会紹介 個人

活動紹介プレゼン 漢字の成り立ちや歴史 個人

活動紹介プレゼン 英国の歴史や文化 個人

特別講演 生物の多様性をスミレから考察する 個人

活動紹介プレゼン 地域で高める防災意識 団体

活動紹介プレゼン ストレス発散・表情豊かに笑いヨガ 個人

（土）

特別講演
～全ての原因は骨盤の歪みにあった！！～

子供から大人まで骨を正して健康生活
団体

活動紹介プレゼン ママをトータルプロデュース 個人

活動紹介プレゼン ナチュラルライフのすすめ 個人

活動紹介プレゼン 健康セミナー 個人

活動紹介プレゼン 円空彫りの講習について 団体

特別講演 誰でも楽しめる世界遺産 個人

活動紹介プレゼン お楽しみマジック 個人

③「ボランティアタイム」の発行（発行部数：各回７００部）

平成２４年１１月に、ボランティアセンター登録者が編集委員となり創刊した『ボランティアタイム』を

３回発行し、平成２７年３月には第８号を発行した。
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千葉市ボランティアデータベース「ちばぼら」への情報提供

平成２６年度末データ提供件数

団体登録者情報 件（ ）

ボランティア募集情報 件

件（ ）

※（ ）の数字は、平成２６年度新規件数

（４）研修生等の受け入れ

各種教育機関との連携を図るとともに、生涯学習・社会教育に関する業務を実体験することで、今後

の研修生・実習生の職務・学業の一層の向上と充実化を図ることを目的に実施した。

① 教職員の社会体験派遣研修

事業の目的

社会教育施設である生涯学習センターにおいて、体験・実践を通じてセンター

で実施される事業や機能と役割について知るとともに、生涯学習の重要性につい

て学ぶことで、学校とは異なる社会教育活動について理解し、更なる学校教育活

動の向上を目指す。

対 象 教職員の社会体験派遣研修対象者で希望する者

〈実習プログラム〉

回 期 日 午 前 午 後

火

生涯学習ｾﾝﾀｰの事業について

生涯学習ｾﾝﾀｰ内見学

メディア学習夏祭り業務従事

マルチメディア体験ブース受付業務従事

生涯学習広場・調査資料室等の業務従事

水
ﾐﾘ映写機操作講習体験

ﾐﾘﾌｨﾙﾑ保守・点検作業

施設管理業務従事

生涯学習広場・調査資料室等の業務従事

意見交換「施設の現状と学校に求めるこ

と」

木

こどもチャレンジ教室業務等従事

（千葉公園を歩いて世界に１つの本

をつくろう

こどもチャレンジ教室業務等従事

（千葉公園を歩いて世界に１つの本をつ

くろう）

講座支援後片付け（子どもチャレンジ教

室）

パソコン講座見学

実施講座 開催期間
回数

日

時間数
時間

応募者
人

受講

決定者
人

延受講者数
人

備考

千葉市教職員社会体験派遣

研修

～

② インターンシップ（①社会教育実習、②大学生の職場体験研修）

事業の目的

生涯学習センターにおける現場体験を通じてセンターの機能や役割、生涯学習

の重要性について学ぶことで専門的な知識や技能を習得するとともに、学生の職

業意識を向上させる。
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対 象

大学生で希望する者（①千葉大学 人、②國學院大学 人、青山学院大学 人、

千葉経済大学 人、淑徳大学 人 計① 人、② 人）

〈実習プログラム〉 ① ～ ② ア ～ イ ～ ウ ～

回 期 日 午 前 午 後

月

生涯学習ｾﾝﾀｰの機能と役割について

生涯学習ｾﾝﾀｰ内見学

学習支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ、調査資

料室について

建築設備管理業務従事・管理施設見学

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

、ふりかえり

火 千葉市内公共施設の役割について 市内公共施設等写真撮影、ふりかえり

水

撮影した写真データ整理作業

ｾﾝﾀｰでｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄをしたﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動状

況を小倉小学校で見学

ﾐﾘ映写機操作講習体験

組紐講座補助のための事前研修、ふり

かえり 

木
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ体験ﾌﾞｰｽ受付業務

組みひも体験講座指導補助

木曜名画座受付業務

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

、ふりかえり

金
山王公民館の科学工作講座見学

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

さつきが丘公民館パソコン講座見学

ふりかえり

火

生涯学習ｾﾝﾀｰの機能と役割について

生涯学習ｾﾝﾀｰ内見学

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

学習支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ、調査資

料室について、ふりかえり

水
Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

千葉市美術館の見学及び運営について

都賀公民館で「エクセル入門講座」補

助と公民館の運営について

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

、ふりかえり

木
Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

ちどり保育園の活動状況見学

千葉市郷土博物館土史講座見学

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

、ふりかえり

金

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

加曽利貝塚博物館の見学及び機能や役

割、重要性を体験

施設管理業務従事

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

、ふりかえり

月

生涯学習ｾﾝﾀｰの機能と役割について

生涯学習ｾﾝﾀｰ内見学

学習支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ、調資

資料室について

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ体験ﾌﾞｰｽ受付業務従事（施設

管理・貸出業務補助）

Ｆ広場・ Ｆ調査・資料室等業務従事

、ふりかえり

火
幕張本郷公民館の講座・サークル見学

及び館内見学

埋蔵文化財ｾﾝﾀｰの見学及び役割や価

値、重要性を体験

ふりかえり

水 千葉市内公共施設の撮影
千葉市内公共施設の撮影

展示物の作成作業、ふりかえり

木
ﾐﾘ映写機操作講習体験

ﾐﾘ映写機保守・点検

千葉市民ｷﾞｬﾗﾘｰ・いなげの見学及び運

営について、ふりかえり

金 施設管理業務についての講義と見学
生涯学習の在り方について講義及びグ

ループ討議、ふりかえり
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実施講座 開催期間
回数

日

時間数

時間

応募者

人

受講

決定者

人

延受講

者数

人

備考

インターンシップ

（社会教育実習、

大学生の職場体験

研修）

① ～

② ｱ ～

ｲ ～

ｳ ～

③ 中学生の職場体験学習

事業の目的
生涯学習センターにおける体験学習を通じて、社会の一員としての心構え、働く

ことの意義を学び、勤労観や職業観を身に付けさせることを目的とする。

対 象

中学生の職場体験学習対象者で希望する者

（みつわ台中 年生 人、新宿中 年生 人、椿森中 年生 人、緑町中 年生

人、葛城中 年生 人）

 

〈みつわ台中学校実習プログラム〉

回 期 日 午 前 午 後

水

生涯学習ｾﾝﾀｰについて

館内見学

デジカメ相談会見学

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ体験ﾌﾞｰｽ受付業務従事

生涯学習広場及び調査資料室業務従

事 意見交換、ふりかえり

木

講座「デジカメ写真の取込みと整理」

受付業務従事及び見学

施設管理業務等従事

ミリ映写機操作体験講習

意見交換、ふりかえり

〈新宿中学校実習プログラム〉

回 期 日 午 前 午 後

水

生涯学習ｾﾝﾀｰについて

館内見学

デジカメピクニック講座見学

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ体験ﾌﾞｰｽ受付業務従事

生涯学習広場及び調査資料室業務従

事（掲示・環境整備）

意見交換、ふりかえり

木 ﾐﾘ映写機操作体験講習

木曜名画座「夜の訪問者」受付業務

従事

生涯学習広場及び調査資料室業務従

事（掲示・環境整備）

意見交換、ふりかえり

金

講座「初心者のための パソコ

ン入門」受付業務従事及び見学

生涯学習広場・相談業務見学

生涯学習広場・調査資料室業務従事

施設管理業務等従事

講座「シニアのためのわかがえり

塾」見学

講座「エクセルステップアップ！」

見学、意見交換、ふりかえり
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〈椿森中学校実習プログラム〉

回 期 日 午 前 午 後

水

生涯学習ｾﾝﾀｰについて

館内見学

ボランティアコーディネート見学

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ体験ﾌﾞｰｽ受付業務等従事

生涯学習広場・調査資料室業務従事

意見交換、ふりかえり

木
講座｢デジカメピクニック｣受付・見学

生涯学習広場・調査資料室業務従事

ミリ映写機操作体験講習

意見交換、ふりかえり

金
生涯学習広場・調査資料室業務従事

講座「パソコン相談コーナー」見学

講座「パソコン相談コーナー」見学

施設管理業務等従事

意見交換 ふりかえり

〈緑町中学校実習プログラム〉

回 期 日 午 前 午 後

水
生涯学習ｾﾝﾀｰについて・館内見学

生涯学習広場・調査資料室業務従事

ミリ映写機操作体験講習

意見交換、ふりかえり

木

講座｢ワード で年賀状｣の受付業

務従事及び見学

施設管理業務従事と施設見学

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ体験ﾌﾞｰｽ受付業務等従事

生涯学習広場・調査資料室業務従

事（掲示環境整備）

意見交換、ふりかえり

〈葛城中学校実習プログラム〉

回 期 日 午 前 午 後

火

生涯学習ｾﾝﾀｰについて

館内見学

生涯学習広場及び調査資料室業務従事

講座受付業務等従事及び見学

ミリ映写機操作体験講習

意見交換、ふりかえり

水
生涯学習広場及び調査資料室業務従

事（掲示・環境整備）

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ体験ﾌﾞｰｽ受付業務等従事

生涯学習広場及び調査資料室業務従

事（掲示・環境整備）

意見交換 ふりかえり

木

講座｢はじめてのエクセル ｣の受付

業務従事及び見学

施設管理業務従事と施設見学

生涯学習広場及び調査資料室業務従

事（掲示・環境整備）

意見交換 ふりかえり

職場体験学習 開催期間
回数

（日）

時間数

時間

応募者

人

受講

決定者

人

延受講

者数

人

備考

みつわ台中学校 ～

新宿中学校 ～

椿森中学校 ～

緑町中学校 ～

葛城中学校 ～

計 ―
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５ 生涯学習に関する調査・研究事業

（１）年間事業報告書の作成

① 生涯学習センター年間事業報告書の作成・配布

学習プログラムを企画・立案する基礎資料として、また、市民や生涯学習指導者の学習活動と千葉市

生涯学習センターの学習支援との協働の結果として、「千葉市生涯学習センター事業のあゆみ 平成２

５年度（調査研究資料集１３）」を作成し、関係各所に配布した。

（２）生涯学習に関する調査研究

① 調査研究の企画・実施（生涯学習関係団体の活動に関するアンケート調査）

第４次千葉市生涯学習推進計画の成果及び課題を把握し、第５次千葉市生涯学習推進計画に反映させ

るため、千葉市内で生涯学習活動を行っている団体を対象に、「生涯学習関係団体の活動に関するアン

ケート調査報告書」をまとめた。
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６ メディア学習事業

（１）パソコン講座

能力に応じて効果的な学習ができるように、各講座の難易度を、初級、中級、上級に分け、習熟度別

のパソコン学習を行った。学習内容に応じて、初心者向け講座、ワープロソフト、表計算ソフト、デジ

タルカメラの活用、画像加工など、幅広く、領域別に講座を開設した。

対象区分 事業区分
種別

（種）

講座数

（講座）

回数

回

受講者

人

延受講者数

人

初級者 ①初級パソコン講座

中級者 ②中級パソコン講座

上級者 ③上級パソコン講座

初～中級者
⑤市民自主企画

パソコン講座

初～中級者
⑥まなサポ ･ ･ に

よるパソコン講座

パソコン関連講座 小計

④デジタルビデオ

編集講座

⑥ドリームリーダー

による講座

⑥映像記録ボランテ

ィアによる講座

デジカメ・ビデオ関連講座 小計

合 計

① 初級パソコン講座

事業の目的

パソコンを使用したことがない、または操作が不得意な市民がパソコンの基本的

な操作を学習することで、デジタルディバイド（情報取扱いにおける格差）の解消

を目指す。

対 象

「公民館出前パソコン講座（ワード／エクセル）」：市民

「入門講座パソコンでものづくり」：パソコンをはじめたばかりの方

「入門講座スキャナであそぼう」：小学校５年生以上～成人

「入門講座パソコンで楽譜をつくってあそぼう」：小学校５年生以上～成人

「子どもパソコン講座」：小学校３年生～６年生

「親子パソコン講座」：６歳～小学校２年生とその保護者
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講 師

「公民館出前パソコン講座（ワード／エクセル）」： 株 プラムシックス

「入門講座パソコンでものづくり」：（株）ゆうか

「入門講座スキャナであそぼう」：（株）ゆうか

「入門講座パソコンで楽譜をつくってあそぼう」： 株 シグマコミュニケーションズ

「子どもパソコン講座」及び「親子パソコン講座」：施設ボランティアまなサポ他

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ワ
ー
ド
入
門
（
公
民
館
出
前
パ
ソ
コ
ン
講
座
）
※

土気 ～

受講料

無料

教材等

犢橋 ～

誉田 ～

花園 ～

緑が丘 ～

幕張 ～

小中台 ～

朝日ヶ丘 ～

長作 ～

さつきが丘 ～

幕張本郷 ～

千城台 ～

千草台 ～

検見川 ～

轟 ～

打瀬 ～

磯辺 ～

星久喜 ～

花見川 ～

川戸 ～

幸町 ～

松ヶ丘 ～

みつわ台 ～

幕張西 ～

椿森 ～

末広 ～

稲浜 ～

小計 ～

エ
ク
セ
ル
入
門

公
民
館
出
前
パ
ソ
コ
ン
講
座
）
※

椎名 ～

おゆみ野 ～

こてはし台 ～

越智 ～

山王 ～

都賀 ～

草野 ～

桜木 ～

黒砂 ～

白井 ～

稲毛 ～

若松 ～

加曽利 ～

宮崎 ～

葛城 ～

高浜 ～

みつわ台 ～
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生浜 ～

新宿 ～

小計 ～

入門講座

パソコンでものづ

くり

～

受講料

無料

～

計 ～

入門講座

スキャナであそぼう
・

入門講座

パソコンで楽譜をつく

ってあそぼう

・

子どもパソコン講座

「パソコンで万華鏡模

様の下じきをつくろ

う」
受講料

無料
親子パソコン講座

「パソコンでペンギン

の絵のうちわを作ろ

う」

合 計 ～

② 中級パソコン講座

事業の目的

パソコンの基本的な操作ができる方を対象に、具体的な使用・活用方法を提示

し、学習者が、さまざまな生涯学習活動において、パソコンが活用できるように促

進する。

対 象 市民（パソコンの基本的な操作ができる方）

講 師

「デジカメ写真の撮影とワードへの活用」： 法人リ・クリエイション

「ワードステップアップ！」：（株）ゆうか

「エクセルステップアップ！」： 法人リ・クリエイション

「使ってみよう！パワーポイント」：（株）ゆうか

「デジカメ写真の撮影と電子アルバムづくり」： 法人リ・クリエイション

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

デジカメ写真の撮

影とワードへの活

用

～ 受講料

教材等
～

計 ～

ワードステップア

ップ！

～
受講料

教材等

～

～

～

計 ～

エクセルステップア

ップ！

～ 受講料
～
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～ 教材等

～

計 ～

使ってみよう！パ

ワーポイント

～ 受講料

教材等
～

計 ～

デジカメ写真の撮

影と電子アルバム

づくり

～ 受講料

教材等
～

計 ～

合 計 ～

③ 上級パソコン講座

事業の目的
パソコンの操作に慣れている方を対象に、さまざまな生涯学習活動において、情

報の発信や情報の加工、学習成果の発表を目標とした、講座を開講する。

対 象 市民（パソコンの操作に慣れている方）

講 師 （株）ゆうか

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ホームページビルダ

ー１６基礎

～ 受講料

教材等

～

～

計 ～

仕事力アップ！上

級エクセル

～ 受講料

教材等
～

計 ～

仕事力アップ！上

級ワード

～ 受講料

教材等

～

～

計 ～

ステップアップ！

パワーポイント応

用

～ 受講料

教材等
～

計 ～

合 計 ～

④ デジタルビデオ編集講座

手軽に使えるデジタルビデオカメラが普及したことにより、アマチュアビデオカメラマンが多くなっ

てきた。このため、操作や作品制作を経験しているが、まとまりのある作品を完成できない方へのレベ

ルアップを図る機会を提供した。

事業の目的 デジタル映像を編集する技術を取得する。
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対 象 パソコンの基本的な操作ができる、成人

講 師 （株）シグマコミュニケーションズ

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

デジタルビデオ編集

講座
～

教材等

無料

⑤ 市民自主企画パソコン講座

事業の目的

市民の参画、市民との協働を推進する。

様々な知識や技能を持った市民が学習成果を活用する市民同士による相互学習の

場とする。

市民自身が学習プログラムを企画することで、それまでの学習を振り返り、以後

の学習課題の発見等の学習活動の発展を図る。

対 象 主に成人（一部講座はシニア）

講 師 企画を応募し採用された、市内で活動中の市民グループ

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ワード２０１０で簡単

チラシを作る（千葉市

女性グループ連絡会

「パソコン太陽」）

～
教材等

シニアが楽しむパソコ

ン超入門（千葉パソコ

ンアドバイザーの会

（Ｃ－ＰＡＫ））

～
教材等

アクセサリソフトで知

的に遊ぼう（星久喜デ

ジタル倶楽部）

～
教材等

名刺作りでワードの基

本をマスターしよう

（千葉市轟公民館パソ

コン同好会）

～
教材等

ＷＯＲＤで創ろう！も

らって嬉しい案内状

（コミュニシアーモ）

～ 教材等

Ｗｏｒｄで３Ｄアート

（デジタル・アート研

究会）

～ 教材等
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ＥＸＣＥＬで作ろう！

卓上カレンダー（コミ

ュニシアーモ）

～ 教材等

パワーポイントで楽し

い旅行記を作ろう（Ｐ

Ｃあすなろ会）

～
教材等

合 計 ～

受講料

無料

全講

座

⑥ ボランティアによる講座

事業の目的

ボランティア（まなびサポーター）の参画、市民との協働を推進するため、学習

活動の場を提供する。

様々な知識や技能を持った市民が学習成果を活用する市民同士による相互学習の

場とする。

市民自身が学習プログラムを企画することで、それまでの学習を振り返り、以後

の学習課題の発見等の学習活動の発展を図る。

対 象 市民（一部講座は、シニア、小学校 ～ 年生対象）

講 師
まなびサポーター（まなサポ・まなサポ２・まなサポ３・ドリームリーダー・

映像記録ボランティア）：生涯学習センター施設ボランティア

ア まなサポによる講座

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

７で文字

入力とはじめて

のインターネッ

ト

～
教材等

無料

地域リーダーの

ためのチラシ実

践講座

～
教材等

無料

７でデジ

タル写真の取り

込みと編集

～
教材等

無料

活用の実践

講座
～

教材等

無料

７はじめ

てのパソコン操

作

～
教材等

無料
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２０１０で

はがき絵
～

教材等

無料

ワード２０１０

で年賀状Ⓑ
～

教材等

無料

はじめてのエク

セル２０１０
～

教材等

￥

ワード２０１０

入門
～

教材等

無料

ワード２０１０

でお絵かき
～

教材等

無料

イ まなサポ２による講座

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

初心者のための

ワード２０１０

入門Ⅰ

～
教材等

￥

初心者のための

エクセル２０１

０入門Ⅰ

～
教材等

￥

初心者のための

７パソコ

ン入門Ⅰ

～
教材等

￥

でデジ

カメ画像を楽し

もうⅠ

～

（ を除く）

教材等

無料

初心者のための

ワード２０１０

入門Ⅱ

～
教材等

￥

初心者のための

エクセル２０１

０入門Ⅱ

～
教材等

￥

ワード２０１０

で年賀状Ⓐ
～

教材等

無料

７でデジ

カメ画像を楽し

もうⅡ

～
教材等

無料

ワード２０１０

で自分だけの年

賀状をつくろう

教材等

無料
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初心者のための

７パソコ

ン入門Ⅱ

～
教材等

￥

７でデジ

カメ画像を楽し

もうⅢ

～
教材等

無料

ウ まなサポ３による講座

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

はじめてのエク

セル２０１０Ⅰ
～

教材等

￥

デジカメ写真の

取込みと整理
～

教材等

￥

はじめてのワー

ド２０１０Ⅰ
～

教材等

￥

はじめてのエク

セル２０１０Ⅱ
～

教材等

￥

活用しようイン

ターネットとメ

ール

～
教材等

￥

７でパソ

コン入門
～

教材等

￥

ワード２０１０

で年賀状Ⓒ
～

教材等

無料

デジカメ写真の

整理と応用
～

教材等

￥

はじめてのエク

セル２０１０Ⅲ
～

教材等

￥

はじめてのワー

ド２０１０Ⅱ
～

教材等

無料

エ ドリームリーダーによる講座

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

＜シニア対象＞

デジカメピクニック

Ⅰ

～
教材等

無料
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＜シニア対象＞

デジカメピクニック

Ⅱ

～
教材等

無料

オ 映像記録ボランティアによる講座

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

＜小学４～６年

生対象＞カンタ

ン！ビデオにチャ

レンジ

教材等

無料

あなただけのビ

デオづくり

教材等

無料

（２）視聴覚事業

① 視聴覚ライブラリーの運営

視聴覚教材・機材の貸出し

視聴覚ライブラリーは、さまざまな学習の場で視聴覚メディアを活用した効果的な教育・学習活

動を推進するため、学校・社会教育施設をはじめ、ひろく各種団体等に視聴覚機材・教材を貸出し

ている。

なお、１６ミリ映写機の貸出しについては、１６ミリ映写機操作講習会修了者の所属する団体を

対象者としている。

〈視聴覚ライブラリー教材・機材貸出状況〉 （単位：件）

機

材

１６ミリ映写機

スライド投影機

ＯＨＰ

ＶＴＲ（ＶＨＳ再生機）

ＤＶＤ再生機

ビデオプロジェクター

スクリーン

暗幕

スピーカー

その他

（計）

教

材

１６ミリ映画フィルム

ビデオソフト（ＶＨＳ）

ビデオソフト（ＤＶＤ）

（計）

視聴覚機材・教材貸出件数 合計

〈視聴覚ライブラリー利用・相談状況〉 （単位：件）

利
用
件
数

幼稚園・保育所 園 ･小中学校

社会教育団体

その他

（計）

相
談
件
数

幼稚園・保育所 園 ･小中学校

社会教育団体

その他

（計）
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② 視聴覚ライブラリーの収集・管理

〈視聴覚ライブラリー教材・機材保有状況〉

機

材

１６ミリ映写機

ＯＨＰ

ＯＨＣ

スクリーン

暗幕

ビデオプロジェクター

スライドプロジェクター

ビデオデッキ

ＤＶＤデッキ

ダブルデッキ

外部スピーカー

台

台

台

本

枚

台

台

台

台

台

台

教

材

１６ミリ映画フィルム

８ミリ映画フィルム

ビデオソフト（ＶＨＳ）

スライド

ビデオソフト（ＤＶＤ）

本

本

本

組

本

③ １６ミリ映写機操作講習会

千葉県教育委員会の「１６ミリ映写機操作講習会開催に関する要綱」の規定に基づく講習会を実施し、

修了者に修了証を交付した。

事業の目的

生涯学習センター地下１階にある視聴覚ライブラリー所有の映写機の操作技術修

得の機会を設けることにより、視聴覚ライブラリーの利用促進と視聴覚教育の振興

を図る。

対 象 県内の 歳以上の方（大学生可・高校生不可）

講 師 元生涯学習センター嘱託職員 浅岡 義典・和田 是

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

１６ミリ映写機

操作講習会

教材等

無料

④ 視聴覚ライブラリー等を活用した学習事業の企画・実施

ア 木曜名画座

毎月１回、３００人収容のホールにおいて知名度が高い名作・名画の上映会を開催した。（１日２

回上映）

題 名 期日
観客数 （人）

備 考
午前 午後 計

１ 「ローマの休日」

受講料

無料

定員各回

２５０人

２ 「死刑台のエレベーター」

３ 「夜の訪問者」

４ 「植村直己物語」

５ 「バベル」

６ 「ぼくの神様」

７ 「第三の男」

８ 「４分間のピアニスト」
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９ 「紳士は金髪がお好き」

「陽のあたる場所」

「黒いオルフェ」

「おくりびと」

合 計 回

イ 月曜クラシック上映会

毎月１回、月曜日に３００人収容のホールで名作・名画の上映会を開催した。（１日２回上映）

題 名 期日
観客数 （人）

備 考
午前 午後 計

１ 「黄色いリボン」

受講料

無料

定員各回

２５０人

２ 「レ・ミゼラブル」

３ 「アフリカの女王」

４ 「オズの魔法使い」

５ 「雲ながるる果てに」

６ 「大地のうた」

７ 「商船テナシチー」

８ 「わらの男」

９ 「三十四丁目の奇跡」

「ジャンヌ・ダーク」

「黄昏」

「黒水仙」

合 計 回

ウ 親子アニメ上映会

毎月１回、土曜日に親子向けのアニメーション等の上映会を実施した。（１日２回上映）

題 名 期日
観客数 人

備 考
午前 午後 計

１ 「五味太郎シリーズ みんなうんち他」

受講料

無料

定員各回

８０人

２ 「人魚姫」

３ 「おしりかじり虫」他

４ 「ドナルド・ダック」

５ 「ふしぎの国のアリス」

６ 「スプーンおばさん」他

７ 「こども人形劇場」

８ 「ゆうかんな十人のきょうだい」他

９ 「ピーターパン」

「ダンボ」

「シンデレラ」

「おじゃる丸満月ロード危機一髪」

「裸の王様」

合 計 回

エ 夏休み子ども映画会

夏休みに子ども向けのアニメーションや動画の上映会を実施した。
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題 名 期日
観客数 人

備 考
午前 午後 計

１ 「忍たま乱太郎」 無料

定員各回

２５０人

２ 「ピノキオ」

合 計 回

オ 夜間上映会

勤労者とその家族を対象に、比較的新しい作品を鑑賞する機会を提供した。

題 名 期日 観客数（人） 備 考

１ 「ビバマリア！」 無料

定員各回

２５０人

２ 「サンタクロースになった少年」

合 計 回

カ 地域交流幼児向け上映会

豊かな心を育む機会の提供と地域との交流を図ることを目的として、アニメーション等を鑑賞する

場を設けた。関係各機関と共同の主催とした。

題 名 期日 観客数（人） 備 考

１
「みんなで見よう！ちびっこ上映会」第１回

（弁天保育所）
 

２
夏休み親子名画鑑賞会「フランダースの犬」

（社会福祉協議会中央地区部会）

３
「みんなで見よう！ちびっこ上映会」第２回

（植草学園大学附属弁天幼稚園）

４
「みんなで見よう！ちびっこ上映会」第３回

（弁天保育所）

５
「みんなで見よう！ちびっこ上映会」第４回

（弁天保育所）

６
「みんなで見よう！ちびっこ上映会」第５回

（植草学園大学附属弁天幼稚園）

７
「みんなで見よう！ちびっこ上映会」第６回

（稲毛子どもルーム）

合 計 回

キ 出前上映会

生涯学習センターと遠隔地域との交流の推進及び参加者の利便性を図るため、当センターが養成し

た上映会ボランティア（まなびサポーター）と共に関係各所で無料の上映会を開催した。

題 名 期日 観客数（人） 備 考

１
「東の子わくわくキャンパス」

（千城台東小 わくわくキャンパス）

 

２
「扇田っ子わくわくキャンパス」

（扇田小学校 わくわくキャンパス）

 

３
「がんばれスイミー」

（大森小学校 放課後子ども教室）

 

４
「ミッキーマウスのメリークリスマス」他

（千城台東小学校 放課後子ども教室）
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５
「落ちてきた星の子・ムーミン」他

（仁戸名小学校 放課後子ども教室）

 

合 計 回

（３）マルチメディア体験ブースの運営

① 体験ブースの利用受付

インターネットでホームページを閲覧する体験ができるＰＣブース（２０ブース）とビデオソフト

（ＶＨＳ、ＤＶＤ）の視聴ができるＡＶブース（３人用が４ブース、１人用が４ブース）の貸出しを

行った。

〈マルチメディア体験ブース利用状況〉 （単位：件）

ＰＣブース

パソコン利用

ＡＶブース

ＤＶＤ鑑賞

ＰＣブース

パソコン利用

ＡＶブース

ＤＶＤ鑑賞

４月 月

５月 月

６月 月

７月 １月

８月 ２月

９月 ３月

計

〈ビデオ（ＶＨＳ、ＤＶＤ）の利用状況（年間上位１０位）〉

順位 題 名 形態 利用回数（回）

１ シリーズ スカイフォール ＤＶＤ

２ のぼうの城 ＤＶＤ

３ 名探偵コナン シークレットファイル ＤＶＤ

４ レ・ミゼラブル ＤＶＤ

５ アルゴ ＤＶＤ

５ ライフ‐オブ‐パイ ＤＶＤ

７ すてきな金縛り ＤＶＤ

８ 次郎長三国志 ＤＶＤ

９ トムとジェリー 魔法の指輪 ＤＶＤ

トムとジェリー ＤＶＤ

総利用回数（延べ）

② 教材の整備・管理

マルチメディア体験ブース（ＡＶブース）での館内視聴用として教材の整備を行った。

〈マルチメディア体験ブース用教材保有状況〉

ビデオソフト（ＶＨＳ） ３０６本

ビデオソフト（ＤＶＤ） １，１３０本
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（４）メディアリテラシーに関する学習

① メディアリテラシーに関する講座

事業の目的

子どもをとりまくインターネット環境が大きな変化を続ける中で、特に携帯電話

とスマートフォンの使用にまつわる課題と実態を大人が把握し、問題を解決するた

めの一助とする。

対 象 小中学生とその保護者・一般市民

講 師
「子どもとインターネット」：ｅ－ネットキャラバン事務局派遣講師

「小さな子ども（幼児）とインターネット」：デジタル・アーツ（株）

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

子どもとインター

ネット

教材等

無料

小さな子ども（幼

児）とインターネ

ット

教材等

無料

（５）情報端末機器に関する学習

① 情報端末機器の操作方法に関する講座

事業の目的
これまで触れたことのない情報機器を自分で操作し、従来のものとの違いを体験

する。何が便利なのか、生活にどう役立てることができるか考察する機会とする。

対 象 市民

講 師
「 スマートフォン安心講座」：ドコモショップ千葉駅西口店スタッフ

「初体験！シニアのためのスマートフォン」：ドコモショップ千葉駅西口店スタッフ

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

スマート

フォン安心講座Ⅰ
～

教材等

無料

スマート

フォン安心講座Ⅱ
～

教材等

無料

スマート

フォン安心講座Ⅲ
～

教材等

無料

初体験！シニアの

ためのスマートフ

ォン

教材等

無料
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７ 生涯学習活動の支援に関する事業

多様化・高度化する市民の学習ニーズに対応するためには、行政だけでなく市民の視点が重要であり、

市民が主体的に学び身につけた知識や技術を積極的に活用することで市民の相互学習の促進を図る。実施

団体となるボランティアや自主学習グループ、ＮＰＯ等には、会場・機材などの提供、運営方法や広報に

ついての助言を行う。

（１）市民の学習活動への支援

① 市民の自主的活動に対する指導・助言・援助（市民自主企画講座）

ア 市民自主企画講座の募集について

市民が抱える課題・問題を解決するため、また地域の活性化を図るための学習内容とした。

（ア）企画案募集から実施までの流れ

月～ 月

企画案募集
→

月

選考委員会の

開催・実施講

座の決定

→
月～

講座開設準備
→

月～ 月

受講生の募集
→

月～ 月

講座の実施

（イ）企画案募集・応募状況等

募集期間 募集講座数 応募数 決定数 評価の基準 広報

／ ～ ／ 講座程度
講座

団体

講座

団体

企画性

実現性

発展性

市政だより

情報紙・チラシ

ホームページ

イ 市民自主企画 実施講座

（ア）分譲マンションにお住いの方に！知らないと困るマンション管理の基礎知識

（実施団体：分譲マンション管理と地域コミュニティを向上させる会）

事業の目的

長期修繕計画を計画倒れにさせない方法や管理会社との付き合い方等の実例を学

ぶ。現在だけでなく未来もずっと快適なマンションであり続けるよう管理すること

を一緒に考える。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土

管理会社との付き合

い方、管理組合にと

っての致命傷等の学

習

実習

・管理組合に必要なこ

と

・管理組合の業務と管

理会社への委託事項

・管理組合にとって致

命傷となる事項

平野 吉樹
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２ 土

管理組合が扱うお

金、マンション共有

部の時代遅れ化予防

実習

・不動産所有者にかかる

お金

・管理組合の２つの会

計

平野 吉樹

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

分譲マンションに

お住まいの方に！

知らないと困るマ

ンション管理の基

礎知識

・

（イ）どこでもドアのタブレット物語

（実施団体： 法人ちばインターネット普及会）

事業の目的
タブレット利用拡大のきっかけを作ること、タブレット技術の学習だけでなく、

デジタルライフが自らの将来の問題であることを学ぶ。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 金

タブレットとは何

か、デジタルライフ

の重要性

講義

・基本操作

・アプリの購入

・地図検索

中村 龍泉

馬場 孝子

浅野 説代

２ （金）
アプリの購入から利

用について
講義

・Ｇメールの取り方

・デジカメ写真の共有

・アプリの紹介

３ （金）
非常時の情報収集と

連絡方法について
講義

・電子図書を購入して

読む

・ラジオの世界

・テレビ電話の世界

４ （金）
失敗しない通販の検

索と購入ついて
講義

・通販と購入について

・動画

・モバイル通信につい

て

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

どこでもドアのタ

ブレット物語
～
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（ウ）安心していきいき暮らすために～シニアライフをデザインする

（実施団体：リベルタちば）

事業の目的
エンディングノートを書くこと、認知症とその予防方法について知ることなどを

通して、安心してシニアライフを送るための学習機会を提供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
ひとりで安心して暮

らす方法
講義

・シングルの老後の暮

らし方

・自分たちのシニアラ

イフのあり方

松原 惇子

実施団体スタッフ

２ （土）

映画上映「わたしの

葬送日記」＆感想・

交流会

鑑賞
・映画鑑賞

・意見交換会

３ （土）

安心していきいきと

シニアライフを送る

には？

講義

・高齢者福祉の諸制度

について

・グループワーク

４ 土

・認知症とその予防

・もしもの時に備え

るノート

実習

・認知症発症のプロセ

スと予防について

・エンディングノート

を学ぶ

・グループワーク

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

安心していきいき暮

らすために～シニ

アライフをデザイン

する～

・ ・

（エ）祭囃子体験講座

（実施団体：和楽囃子）

事業の目的 日本の伝統文化芸能の一つでもある祭囃子への関心を深める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 月
祭囃子の演奏

（基本・屋台）
実習

・譜面の読み方、太鼓

のたたき方など

・「屋台」の演奏

国指定重要無形文化

財 若山社中所属

船蔵 尚一
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２ 月

祭囃子の演奏

（基本・屋台・鎌

倉）

実習

・前回の復習

・「屋台」「鎌倉」の演

奏

３ 月

祭囃子の演奏

（基本・屋台・鎌

倉・投げ合い）

実習

・前回の復習

・「屋台」「鎌倉」「投

げ合い」の演奏

・〆太鼓、大太鼓、鉦

に分かれて合奏

４ 月

祭囃子の演奏

（基本・屋台・鎌

倉・投げ合い）

実習

・「屋台」「鎌倉」「投

げ合い」の演奏

・〆太鼓、大太鼓、

鉦、笛に分かれて合

奏

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

祭囃子体験講座 ～

（オ）はじめての民謡体験講座

（実施団体：安藤民謡会）

事業の目的 日本の伝統文化芸能の一つでもある民謡への関心を深める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土

民謡の理解

大きな声で唄ってス

トレス解消

実習

・民謡の歴史

・腹式呼吸と発声と姿勢

・課題曲の練習（白浜

音頭等）

実施団体スタッフ

２ 土
間の取り方

強弱の入れ方
実習

・腹式呼吸と発声と姿勢

・前回の復習

・課題曲の説明と練習

（白虎隊等）

３ 土
三味線・尺八の紹介

呼吸・発声・姿勢
実習

・腹式呼吸と発声と姿勢

・前回の復習

・三味線と尺八の説明

・課題曲の練習（ソー

ラン節等）

４ 土

総復習

個人発表

ふりかえり

実習

・腹式呼吸と発声と姿勢

・前回の復習

・個人発表
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

はじめての民謡体

験講座
～

（カ）親子で学ぶ、安心して暮らせる地球環境

（実施団体：ストップ地球温暖化千葉推進会議）

事業の目的 地球温暖化を自らの問題と捉え、誰にでもできる家庭での取組みについて学ぶ。

対 象 小学 年生～小学６年生とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
親子で考える地球温

暖化
講義

・ 「チィーバから

はじめよう」視聴

・エネルギーのカバン

～持てるかな？体験

・ 「すずチィーバ

とあっチィーバの地

球温暖化をとめろ計

画」 実施団体スタッフ

２ 土
僕と私の温暖化をと

めろ！計画

講義

実習

・僕たち私たちの温暖

化をとめろ計画発表

・ 測定と新エネと

省エネの体験学習

・ 使用キャンドル

ライト工作

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

親子で学ぶ、安心

して暮らせる地球

環境

・

（キ）グラフィックデザイナーとポスターをつくってみよう！

（実施団体：一般社団法人ちばデザインネットワーク）

事業の目的
プロのデザイナーからポスター作りの意味と方法を学び、表現することの楽しさ

や難しさを感じる。

対 象 小学３～小学６年生
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 火
どんなポスターを作

るか考える
講義

・ポスターの役割につ

いて

実施団体スタッフ
２ 水 ポスターを作る 実習

・下絵を描く

・背景の画用紙を選ぶ

・コピーの文字を作り、

貼る

３ 金

自分の作ったポスタ

ーが見た人にどう伝

わったか知る

実習

・他の受講生のポスタ

ーを評価

・自分のポスターの作

製意図を発表

・講評

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

グラフィックデザ

イナーとポスター

をつくってみよ

う！

～

（ク）初めての似顔絵

（実施団体：Ｈ＆Ｍ）

事業の目的
自分の趣味はもとより、似顔絵を書くことで、同世代や異世代とのコミュニケー

ションを図り、地域イベント等に活かすことを目的として実施する。

対 象 小学生以上の市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
似顔絵を描いてみよ

う
実習

・芸能人を描こう

・お隣の人を描こう

いご 昭二

実施団体スタッフ

２ 土

子どもの絵を描く

二人描きにチャレン

ジ

実習

・赤ちゃんと小学生の

顔を描く

・大人と子供（母と

子）の２人を描く

３ 土 プロから学ぶ似顔絵 実習

・似顔絵作家の実演

・壮年男性、若い女性

を描く

４ （土）

苦手分野克服

「似せて書く」、「色

塗り」

実習

・似せ方、色の塗り方

の個別指導

・隣の人を描く
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

初めての似顔絵 ～

（ケ）ワークライフバランスを身近にする一日

（実施団体： 法人仕事と家庭の両立支援）

事業の目的
少子化等の社会問題と、仕事・家庭生活のつながりについて考える学習機会を提

供する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１
土 ワークライフバラン

スとは
講義

・オリエンテーション

・基調講演「ワークラ

イフバランス」とは

実施団体スタッフ

２ 土

ワークライフバラン

スを考えるワークシ

ョップ

講義

実習

・グループワーク「日

常生活改善計画案の

策定」

・ワークライフバラン

スの事例紹介

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ワークライフバラ

ンスを身近にする

一日

（２）学習成果の発表の機会の確保

① まなびフェスタの企画・実施

ア まなびフェスタ２０１４

生涯学習に関する講座・公演のほかに、センターで日常的に生涯学習活動を行っている各団体・個人

の学習成果を発表する場として開催した。
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実施講座 開催期間
講座

事業数
参加者数

（人）
内 容

まなびフェスタ

２０１４

土

・

日

○公募団体

団体

事業

○施設ボランティ

ア・ＮＰＯ・市機

関等との連携

団体

事業

○主催事業

事業

○ステージ発表

参加団体

（ 団体）

事業

合計 事業

〔１階〕

折り紙体験／ちばしエコライフカレ

ンダー配布／ステージ発表／アトリ

ウムコンサート／新鮮野菜市他

〔２階〕

特別講演会

「北野大が語る食と水の安全性」

大澤一彰テノールコンサート

〔３階〕

クリスマスキャンドル作り／株式入

門／水彩画 展示・体験／図書館市

民講座／墨絵で遊ぼう 展示・体験

／多色摺り木版画体験／絵てがみを

かこう／アンギン編み／初心者のた

めの似顔絵講座／各種講座他

〔地階〕

親子アニメ上映会 ディズニーアニ

メ／ボランティアによるパソコン・

デジカメ相談会／おたのしみコーナ

ー他

〔ステージ発表〕

大正琴アンサンブル／英語のうた／

ミュージックベル演奏／サックスア

ンサンブル／女声合唱／ゴスペル他

イ まなびフェスタ２０１４ 特別講演会 「北野大が語る 食と水の安全性」

事業の目的 著名人による講演会を実施することで、センターの認知度を高める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土 食と水の安全性 講義

・日本の食糧自給率に

ついて

・農薬の問題について

淑徳大学教授

北野 大

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

食と水の安全性

ウ 大澤一彰テノールコンサート

事業の目的
生の音楽に触れる機会を市民に提供し、文化、芸術への興味関心を高め、生涯学

習の一助とする。

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日
大澤一彰テノールコ

ンサート
鑑賞

第１部

歌劇「愛の妙薬」より
・なんてかわいい人だ他

第２部

カンツォーネ

・オーソレミオ他

第３部

日本の歌

・初恋他

全１６曲

テノール

大澤 一彰

ピアノ

梅田 麻衣子

マンドリン
アンサンブルプレットロ

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

延参加者数

人
備考

大澤一彰テノールコンサート

② 発表・鑑賞機会の提供

ア 高等学校演劇発表会

事業の目的

専門スタッフによる指導と本格的な舞台機能を使用しての日頃の学習活動の成果

発表により、演劇に関する知識や技術を身につけるとともに、演劇に対する視野を

広げる場とする。他校の演劇部との交流や情報交換、実践発表の鑑賞などを通じ

て、相互学習の場とする。

対 象 千葉県高等学校演劇連盟第８地区の高等学校演劇部

（ア）春季発表会

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 参加校

１ 日

リハーサル 実習

・決められた予定の

範囲で計画的にリ

ハーサルを行う

・音響卓、照明の操

作法について指導

を受ける

県立千葉商業高校

千葉経済大学附属高校

２ 月

県立磯辺高校

県立検見川高校

植草学園大学附属高校

３ 火

・音響、照明とあわ

せて舞台稽古を行

い、発表会での演

技を想定しての最

終確認を行う

県立幕張総合高校

渋谷幕張高校

市立稲毛高校

４ 水

市立千葉高校

県立千葉東高校

県立千葉女子高校

５ 木

県立犢橋高校

県立若松高校

県立千葉北高校
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６ 金

発表会 実習

・日頃の成果の発表

を行う

・高校ごとに受付等

の役割分担を決

め、発表会を運営

する

・他校の発表を鑑賞

する

（発表順）

県立千葉北高校

市立千葉高校

県立検見川高校

県立磯辺高校

県立幕張総合高校

千葉経済大学附属高校

県立若松高校

県立犢橋高校

県立千葉商業高校

植草学園大学附属高校

市立稲毛高校

県立千葉女子高校

渋谷幕張高校

県立千葉東高校

７ 土

８ 日

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

延参加者数

人
備考

高等学校演劇発表会春季発表会 ～

（イ）秋季発表会

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 参加校

１ 月

リハーサル 実習

・決められた予定の

範囲で計画的にリ

ハーサルを行う

・音響卓、照明の操

作法について指導

を受ける

・音響、照明とあわ

せて舞台稽古を行

い、発表会での演

技を想定しての最

終確認を行う

千葉経済大学附属高校

２ 火

県立磯辺高校

市立稲毛高校

植草学園大学附属高校

３ 水

県立幕張総合高校

県立千葉東高校

県立千葉商業高校

４ 木
市立千葉高校

県立千葉北高校

５ 金

県立千葉女子高校

渋谷幕張高校

県立若松高校

６ 土

発表会 実習

・日頃の成果の発表

を行う

・高校ごとに受付等

の役割分担を決

め、発表会を運営

する

・他校の発表を鑑賞

する

（発表順）

県立若松高校

植草学園大学附属高校

県立磯辺高校

県立千葉商業高校

千葉経済大学附属高校

市立稲毛高校

県立千葉女子高校

渋谷幕張高校

県立千葉東高校

市立千葉高校

県立幕張総合高校

県立千葉北高校

７ 日
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実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

延参加者数

人
備考

高等学校演劇発表会秋季発表会 ～

イ 舞台照明講座

事業の目的

青年層を対象とした生涯学習の場として舞台照明の基礎に関する学びの機会を提

供し、高等学校演劇部の技術向上の一助とするとともに、演劇活動を生涯学習とし

て継続するきっかけとする。また、他校の演劇部との交流や情報交換などを通じ

て、相互学習の場とする。

対 象 千葉県高等学校演劇連盟第８地区の高等学校演劇部生徒と顧問

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
演劇用舞台照明の基

本

講義

実習

・舞台の基礎知識と基

本用語

・照明の名称とその役

割

・ピンスポットの操作

・調光卓の操作

・フロント・シーリン

グでの照明シュート

・サスバトンへの吊り

込みと回路取り

生涯学習センターホ

ールスタッフ

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

舞台照明講座

ウ やすらぎのアトリウムコンサート

事業の目的
誰もが気軽に音楽を楽しむことのできる機会を提供するとともに、千葉市にゆか

りのある優れた音楽団体や音楽家を市民に紹介する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
音楽室の偉人たちと

ヴァイオリン
鑑賞

・ロマンス ト長調

・ノクターン

・花

・赤とんぼ

他 全１０曲

ヴァイオリン

廣川 智

ピアノ

今田 陽子
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２ 日 ソプラノからの贈り物 鑑賞

・アヴェ・マリア

・浜辺の歌

・ムーンリヴァ―

・ムゼッタのワルツ

他 全１３曲

ソプラノ

松本 薫

ピアノ

篠原 栄子

３ 土

歌あり！笑いあり！

アドリブあり！今日

アナタもきっとクラ

シックを好きになる

…

鑑賞

オペレッタ：河童譚

ミニコンサート

・もののけ姫

・蘇州夜曲他

クリスマスメドレー

全８曲

カウンターテナー

村松 稔之

テノール

木川 翔

ソプラノ

山口 優里菜

バリトン

酒井 雄一

アルト

山下 裕賀

ピアノ

黒宮 可織

前田 聡子

４ 土
ピアノクインテットがや

ってきた！
鑑賞

・

・愛の挨拶

・少年時代

・仮面舞踏会

他 全１１曲

ヴァイオリン

阪田 芙優

足立 沙織

ヴィオラ

石垣 澄礼

チェロ

花澤 春香

ピアノ

桑原 遥

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

延参加者数

人
備考

やすらぎのアトリウムコンサート ～

エ 千葉市消防音楽隊 けやきコンサート

事業の目的
吹奏楽の演奏を通して音楽芸術活動への興味、関心を高め、あわせて消防・防災

の知識を普及することを目的とする。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 水 夏歌特集 鑑賞

・あまちゃんのテーマ

・島唄

・涙そうそう

・花は咲く

他

千葉市消防音楽隊

－ 92 －



２ 水
親子で楽しむアニメ

特集
鑑賞

・踊るポンポコリン

・魔女の宅急便

・となりのトトロ

・サザエさん

他

３ 水 演歌懐メロ特集 鑑賞

・天城越え

・君の瞳に恋してる

・ひょっこりひょうたん

島

他

４ 水 ディズニー特集 鑑賞

・星に願いを

・ミッキーマウスマーチ

・イッツ・ア・スモール

ワールド

・アラジン

他

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

延参加者数

人
備考

千葉市消防音楽隊 けやきコン

サート
～
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８ 公財 千葉市教育振興財団 自主事業

市民の生涯学習活動に貢献するために、千葉市教育振興財団が有するネットワークを最大限に活用し、

各種関係機関、大学などの高等教育機関、民間事業者、ＮＰＯ法人や、教育委員会をはじめとした市関係

部局等との連携・協力により、市の生涯学習推進に関する基本方針に沿った講座・イベントの企画・誘致

事業等を実施した。

（１）市民の学習ニーズに合わせた講座等の実施

市民ニーズの高い講座を実施することにより市民の学習意欲を喚起するとともに、生涯学習センター

の利用促進を図る講座を民間事業者や各種団体と協力（事業の誘致）して実施したほか、高等教育機関

の専門性、特色を活かした市内大学の公開講座を開催し、市民の生涯学習活動を推進するための学習機

会の提供を図った。

また、市内の遺跡（埋蔵文化財）についての周知を図り、郷土の歴史等についての興味・関心を

もたせるための学習の機会を提供した。さらに、メディア学習機会の提供を広域的に推進するために、

パソコン講座を開催しようとする公民館に対して必要な機材の貸与を行った。

① 民間事業者との協力による講座

ア ピクニックランチで楽しい休日

事業の目的
軽食を作り、公園でピクニックをすることの魅力を知り、充実した休日を過ごす

方法を学習する機会を提供する。

対 象 家族

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土

軽食の作り方

家族でピクニック

をする魅力

充実した休日を過

ごす

実習

・調理：秋の香りご

はん、タンドリー風

チキン、フライドポ

テト、ミックスピクル

ス、和風ツナサン

ド、フルーツサンド

・家族で軽食を取

り、千葉公園内を

散策

元学校栄養士

千葉 和子

協力：千葉市中央・稲

毛公園緑地事務所

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ピクニックランチ

で楽しい休日
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イ 親子でエコ・クッキング（東京ガスのエコ・クッキング）

事業の目的
材料選びから片づけまでの料理の中で、エネルギー消費を抑える行動を学び、父

と子のコミュニケーションづくりに役立てる。

対 象 小学生とその保護者

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （木）

エネルギー消費削

減の必要性

「料理」を通して

エコのポイントを

知る

家族間でエコにつ

いて語り、コミュ

ニケーションづく

りに役立てる

実習

・環境、エネルギー、

エコのレクチャー

・食の５感レッスン

・料理のデモンスト

レーション

・実習：ツナ入りナ

ポリタン、カラフ

ル野菜スープ

・片づけ

東京ガスグループ

株式会社アーバン・コ

ミュニケーションズ

栗原 弘美

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

親子でエコ・クッ

キング

ウ 家族みんなで、いただきます！手作りおせち料理教室

事業の目的 おせち料理の調理実習を通して、日本の伝統行事や伝統料理を学ぶ。

対 象 小学４年生～中学３年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
調理実習「おせち

料理」
実習

・いりどり、ごま

め、パインきんと

ん、だて巻き、い

ちじくおにぎり

千葉伝統郷土料理研究

会講師

猪野 弘子

櫻屋敷 智子

髙山 幸子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

家族みんなで、い

ただきます！手作

りおせち料理教室
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エ パティシエになろう！おかしのまち

事業の目的

身近なお菓子作りから、手作りの楽しさ、食の安全性、食の基本について学びな

がら、子どもが将来なりたい職業の上位であるパティシエ・パティシエールを体験

する。

対 象 小学３年生～小学６年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 水 パティシエ修業 実習

・３、４年生のグルー

プと５、６年生の

グループに分かれ

てお菓子作り

ＮＰＯ法人ハグミイ

吉永 佐代子

古角 葉子

２ 木
パティシエから学

ぼう
実習

・おかしのまちの制

作

ｺﾝﾃﾞｨﾄﾗｲ･ﾆｼｷﾔ ﾊﾟﾃｨｼｴ

西田 喜孝

３ 金 おかしのまち準備 実習

・３、４年生のグルー

プと５、６年生の

グループに分かれ

てお菓子作り

ＮＰＯ法人ハグミイ

吉永 佐代子

古角 葉子

４ 土
おかしのまちオー

プン
実習

・お菓子屋さんの販

売体験

ＮＰＯ法人ハグミイ

吉永 佐代子

古角 葉子

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

パティシエになろ

う！おかしのまち
～

オ はじめてのエクセル

事業の目的
エクセルを初めて使用する方がエクセルの基本を学び、仕事や日常での各種作業

に役立てる。

対 象 市民（パソコンで文字入力ができる方）

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （月）

エクセルの起動と

画面構成

ブックの保存と開

き方

シートの保存

セル範囲の選択方

法

実習

・シートの操作

・セル範囲の選択

・文字、数字、日付

の入力

千葉市シルバー人材セ

ンターパソコン班

野口 治夫
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２ （火）

セ ル に 文 字 や 数

字・日付を入力

データの修正・消

去・削除・計算

実習

・データの修正・消

去・削除

・数式の入力、四則

演算

・オートＳＵＭ、算

式の複写

・再計算機能

３ （水）

表の作成

罫線・書式変更

データの移動・コ

ピー

列幅と行の高さを

変更

ウィンドー枠の固

定と解除

実習

・表、グラフの作成

・表、グラフの印刷

・ウィンドー枠につ

いて

千葉市シルバー人材セ

ンターパソコン班

高橋 弘

４ （木）

関数の利用

平 均 ・ 最 大 ・ 最

小・順位づけ・数

値の丸め方

二つ以上の条件を

判断する

実習

・関数の利用

・平均、最大、最小

・順位づけ

・数値の丸め方（Ｒ

ＯＵＮＤ関数）

・ＩＦ関数

５ （金）

入力規則の設定

グラフの作成

印刷

実習

・入力規則

・グラフ作成

・印刷

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

はじめてのエクセル ～

カ 江戸流手打ちそば体験講座 在来種で三たての蕎麦を味わう！

事業の目的
地域活動としてそば打ちの会を運営している団体からそば打ちの知識や技能を学

び、地域活動の実態や充実感を伝え、地域活動への関心を高める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 日
どうしたらそばに

なるか

講義

実習

・そばになる工程を

知る

・健康に良いそばに

ついて知る 轟そばの会代表

松本 行雄

２ 土 水回し、練
講義

実習

・木鉢作業「水回

し、練」について

・高血圧症や脳梗塞

を予防するそば
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３ 月
地 の し 、 四 つ の

し、本のし
実習

・延し「地のし、四

つのし、本のし」

について

・血中コレステロー

ル値の改善

４ 土

切り、茹で

そば打ちの流れを

つかむ

実習

・「切り、茹で」に

ついて

・そばのタンパク質

・バランス

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

江戸流手打ちそば

体験講座 在来種

で三たての蕎麦を

味わう！

～

キ 夏休みこども料理教室 みんなで作ろう！千葉の太巻き祭りずし

事業の目的
千葉の伝統郷土料理である太巻き祭りずしの作り方を学び、家庭で実践すること

で、家庭内での郷土料理への関心を深める。

対 象 小学４年生～中学３年生

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （火）
郷土料理と太巻き

祭りずしの作り方
実習

・千葉の伝統的な郷

土料理の知識

・太巻き祭りずしの

作り方と試食

千葉伝統郷土料理研究

会講師

石橋 京子

髙山 幸子

長尾 明海

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

夏休み子ども料理

教室 みんなで作

ろう！千葉の太巻

き祭りずし

ク よくわかる乳がん講座

事業の目的 乳がんについての学習機会を提供する

対 象 市民
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〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （日） 乳がんについて 実習

・乳がんの特徴

・検査や治療の流れ

・医療制度

千葉県がんセンター

乳がん看護認定看護師

西 弘美

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

よくわかる乳がん

講座

② 専門性、特色を活かした市内大学との公開講座

ア 立正大学デリバリーカレッジ「江戸庶民の暮らしものがたり」

事業の目的
江戸時代の江戸における文化や生活習慣を学ぶことで、現代社会における生活習

慣の見直しを図るための一助とする。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （土）
万都市、江戸の

庶民生活
講義

・ 万都市江戸が

成立した経緯と、

都市民の生活実態

を考える

立正大学名誉教授

北原 進

２ （土）

盗賊に託した庶民

の願い～御金蔵破

りの虚実～

講義

・御金蔵破りについ

て、文化史・経済

史の両面から検討

する

立正大学名誉教授

北原 進

３ （土）

江戸時代のライフ

コース～古文書か

ら考える～

講義

・古文書から江戸時

代末期の農民や町

民の暮らしぶりを

考える

立正大学准教授

髙橋 美由紀

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

立正大学デリバリー

カレッジ「江戸庶民

の暮らしものがた

り」

～
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イ 千葉大学公開講座

「都市空間から考える防犯対策 地域の力で子どもを守る」

事業の目的
子ども達の犯罪被害の実態を知り、各地域の安全対策とその取り組みについて学

ぶことで、安全なまちづくりに対する関心や防犯意識を高めるために実施する。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （水）

子ども達の犯罪被

害や地域の安全対

策について

講義

・犯罪被害の実態

・安全対策の課題と

取組みについて

千葉大学名誉教授

中村 攻

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

千葉大学公開講座

「都市空間から考え

る防犯対策 地域

の力で子どもを守

る」

ウ しゅくとく千葉コミュニティカレッジ

事業の目的 地域コミュニティに密接に関わる諸問題についての理解を深める。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （木）

たべものと環境・地域

‐いま、なぜ地産地

消なのか

講義

・食のグローバル化

と経済効率につい

て

淑徳大学コミュニティ

政策学部教授

桝潟 俊子

２ （木）
ねたきりにならな

い・しないために
講義

・介護現場の実際か

ら、ねたきりの予

防法について考え

る

淑徳大学総合福祉学部

准教授

西尾 孝司

３ （木）
生老病死を生きる～

過去から未来へ～
講義

・医学的見地から、

生老病死について

考える

淑徳大学看護栄養学部

教授

渡邉 弘美

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

しゅくとく千葉コミュ

ニティカレッジ
～
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エ 東京情報大学写真展

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

（木）

～

（木）

東京情報大学の学

生による写真作品

展示

展示

・東京情報大学西貝

ゼミの学生が撮影し

た写真作品の展示

東京情報大学総合情報

学部助教

西貝 雅人

実施講座 開催期間 日数 備考

東京情報大学写真展 ～

③ 生涯学習アカデミーちばの開講

事業の目的
市内の大学・社会教育施設、民間企業等との連携を図ることで、幅広い知識と教

養が身につく学習機会を提供する。

対 象 市民

生涯学習アカデミーちば第１期（前期）

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ 土
日本美術鑑賞の一

つの在り方

講義

開講式

講義・質疑応答

放送大学副学長

宮本 みち子

慶應義塾大学名誉教授

千葉市美術館館長

河合 正朝

２ 土
社会とつながる教育

～実践事例から～
講義・質疑応答

千葉大学教育学部教授

藤川 大祐

３ 土

金融が語る日本史～

借金から見える日本

の歴史～

講義・質疑応答

東京情報大学総合情報学部教

授

堂下 浩

４ 土

超高齢化社会の課

題～孤独死問題を

中心に～

講義・質疑応答
淑徳大学総合福祉学部教授

結城 康博

５ 土 エネルギーあれこれ 講義・質疑応答

千葉大学大学院名誉教授

千葉市科学館館長

大高 一雄

６ 土

国際社会の未来へ

のまなざし～今後の

中東情勢を読む～

講義・質疑応答
敬愛大学国際学部教授

水口 章

７ 土

環境と微生物～役に

立ったり、害になった

り～

講義・質疑応答
植草学園大学副学長

小池 和子

８ 土

少子高齢化と日本型

社会保障の姿～戦

略的な社会保障を求

めて～

講義・質疑応答
千葉経済大学経済学部教授

粟沢 尚志

９ 土
房総半島から原始・

古代を考える
講義・質疑応答

千葉大学名誉教授

千葉市文化財保護審議会会長

岡本 東三
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土
スペインとラテンアメ

リカの旅
講義・質疑応答

神田外語大学副学長

柳沼 孝一郎

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

生涯学習アカデミ

ーちば第 期（前

期）

～

④ 埋蔵文化財に関する講座

ア ちば埋文講座

事業の目的 市内の遺跡を知り、古代の千葉市内の様子について学習をする。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （火）
亥鼻城跡周辺の調

査結果
講義・質疑応答

公財 千葉市教育振興

財団

長原 亘

２ （火）
弥生時代の亥鼻城

跡周辺
講義・質疑応答

公財 千葉市教育振興

財団

小林 嵩

３ （火）
古墳時代の亥鼻城

跡周辺
講義・質疑応答

公財 千葉市教育振興

財団

長原 亘

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ちば埋文講座 ～

イ 埋蔵文化財ロビー巡回展講座

事業の目的
市内の遺跡についての周知を図り、郷土の歴史等についての興味・関心を高め

る。

対 象 市民

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （水）
大膳野南貝塚につ

いて
講義・質疑応答

公財 千葉市教育振興

財団

長原 亘

２ （水） 東京湾の後期貝塚 講義・質疑応答

千葉市埋蔵文化財調査

センター

西野 雅人
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３ （水） ヒトとイヌ 講義・質疑応答

公財 千葉市教育振興

財団

長原 亘

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

埋蔵文化財ロビー

巡回展講座
～

⑤ 生涯学習関連施設メディア学習支援事業

公民館へのパソコン貸出

事業の目的
メディア学習の機会の提供を広域的に推進するため、パソコン講座を開催しよう

とする公民館に対して必要な機材を貸与する。

対 象 公民館

時 期 ５月２０日～３月６日

開 催 ４５館

内 容

貸与する機器

＜ノートパソコンほか周辺機器 ３セット＞

（１セットの内訳）

・ノートパソコン １１台（受講生用１０台＋講師用１台）

・プリンター １台 ほか

（２）生涯学習センターをＰＲするために有効なイベント等の開催

生涯学習センターが市民の生涯学習拠点となるためには、さらに認知度・利用度を高めることが求め

られており、当センターに足を運ぶきっかけとなるよう各種イベントを実施することで、関心が低い市

民に対して、当センターを認知してもらい、関心を持ってもらう機会を提供した。

① 生涯学習ボランティアフェア２０１４

事業の目的 生涯学習ボランティア活動に対する市民の理解促進と普及・啓発を図る。

※詳細は指導者養成事業に別掲

② ニューフィル千葉のピアノトリオとソプラノ歌手による室内楽

～早春に贈るホッとコンサート～

事業の目的
千葉県唯一のプロオーケストラとして活動している、ニューフィル千葉の優れた

演奏を聴き、市民の豊かな情緒や感性を育む。

－ 103 －



〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （土）

良質な音楽を深く

あじわい、音楽へ

の関心を深める。

鑑賞

第１部

・白鳥

・私のいとしいお父

さん 他

第２部

・愛のあいさつ

・宵待草 他

ニューフィルハーモニー

オーケストラ千葉

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

ニューフィル千葉

のピアノトリオと

ソプラノ歌手によ

る室内楽～早春に

贈るホッとコンサ

ート～

③ 音楽コンクール等の誘致

ア 第２３回ちば音楽コンクール

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （木）

第１次予選

・ピアノコンクールの予選会
主催：株式会社千葉日

報社

２ （金）

４ （水）

第２次予選

５ （木）

実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

第２３回ちば音楽

コンクール
～

④ 著名人等による講演会・イベント等の開催

ア 劇団かかし座の影絵遊びワークショップ

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （日） 影絵遊びの体験 実習
・手影絵の体験

・影絵の工作
有 劇団かかし座

－ 104 －



実施講座 開催期間
回数

回

時間数

時間

応募者

人

受講者

人

延受講者数

人
備考

劇団かかし座の影

絵遊びワークショ

ップ

イ かそりーぬ年賀状写真撮影会

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１ （日）
加曽利貝塚博物館

の
展示

・かそりーぬとの写

真撮影

千葉市立加曽利貝塚博

物館

実施講座 開催期間 受講者 備考

かそり―ぬ年賀状写真撮影

会

（３）千葉市の生涯学習の発信拠点としての展示等の開催

公的施設、高等教育機関、ＮＰＯ等の市民団体ごとに提供されていた「ちば」に関する情報を集約し、

市民に提供することで、生涯学習の中核施設としての役割を果たしている。

また、千葉市中央・稲毛公園緑地事務所と協力し、千葉公園紹介展示を開催し、弁天地区の魅力を発

信した。

① 地域学展示「千葉が学べる施設紹介」

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

（水）

～

（水）

各機関や団体ごと

に提供されていた

「ちば」に関する

情報を集約し、ア

トリウムガーデン

を活用して市民に

提供する

展示

・参加団体

９団体

・事業紹介、

施設紹介、

観光案内他

千葉県教育庁文化財課

千葉県教育振興財団文化財セン

ター

千葉市中央図書館

千葉市美術館

ちば市民ギャラリー・いなげ

千葉市立加曽利貝塚博物館

千葉市立郷土博物館

千葉市埋蔵文化財調査センター

千葉市観光協会

実施講座 開催期間 日数 備考

地域学展示「千葉が学べる

施設紹介」
～
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② 千葉公園紹介展示「大賀ハス写真展」

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

（火）

～

（日）

千葉公園の紹介展

示
展示

・市民が撮影した大

賀ハスの写真展示

千葉市中央・稲毛公園

緑地事務所

実施講座 開催期間 日数 備考

千葉公園紹介展示「大賀ハ

ス写真展」
～

③ 遺跡学展示

ア 写真で見る千葉市の遺跡

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

（火）

～

（木）

知っておきたい！

千葉市の遺跡
展示

・市内の遺跡の解

説、展示

千葉市埋蔵文化財調査

センター

実施講座 開催期間 日数 備考

写真でみる千葉市の遺跡 ～

イ 埋蔵文化財ロビー巡回展

〈学習プログラム〉

回 期日 テーマ 学習内容 講師・助言者

１

（土）

～

（日）

大膳野南貝塚 展示
・市内で発掘された

遺物の解説、展示

千葉市埋蔵文化財調査

センター

実施講座 開催期間 日数 備考

埋蔵文化財ロビー巡回展 ～
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９ 施設貸出事業

（１）施設利用状況

（施設開所日数年間３４７日）

施 設 名
年間利用件数

午前 午後Ａ 午後Ｂ 夜間

ホール ６１４ ２３３ ２５０ １３１

大研修室 ８３６ ２４９ ２７５ ２４３ ６９

小会議室 ９８８ ２９３ ２８６ ２４８ １６１

研修室１ ９０５ ２６７ ２８８ ２４１ １０９

研修室２ ７３５ ２２６ ２６７ １９６ ４６

研修室３ ７２１ ２０７ ２７１ １８６ ５７

特別会議室 ７１５ ２０２ ２２１ １９７ ９５

和室 ６１８ １９８ １９０ １４０ ９０

工芸研修室 ６０２ １６３ ２０８ １６４ ６７

食文化研修室 ３７２ １０７ １２９ ９０ ４６

メディアエッグ ４４８ １０５ １４０ １３２ ７１

パソコン学習室 ５７２ ２１８ １８４ １６１ ９

スタジオ ９７９ ２５０ ２４８ ２４６ ２３５

ＡＶ調整室 ９４４ １８９ ２５０ ２４３ ２６２

音楽スタジオ ５７７ １５０ １４６ １５２ １２９

アナウンスブース ６８５ １６９ ２３７ １８９ ９０

デジタル音楽室 ２９１ ４４ １５４ ４６ ４７

映像音声加工編集ﾌﾞｰｽ １１０７ ２７７ ３０５ ３１０ ２１５

※主催事業を含む

※貸出しの時間区分は、平成１８年１０月より午前、午後Ａ、午後Ｂ、夜間の４区分に変更する。

参考

ア 中央図書館・生涯学習センター入館者数 １，１３３，８９８ 人

イ 駐車場利用台数 １９２，４７９ 台
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参考資料

（１）沿革

年 千葉市生涯学習センター 千葉市 千葉県・国・国際機関

元

（ ）

第１回全国生涯学

習フェスティバルが幕張メッ

セで開催される

（ ）

教育委員会社会教育課に

生涯学習担当職員を配置

第１回千葉県生涯

学習フェスティバルが幕張メ

ッセなどで開催される

中央教育審議会が「生

涯学習の基盤整備について」

を答申

千葉県教育庁に生涯学習

部、生涯学習部振興課を設置

生涯学習の振興のため

の施策の推進体制等の整備に

関する法律を公布

（ ）

千葉県地域生涯学習推進

会議要綱を制定

中央教育審議会が「新

しい時代に対応する教育の諸

制度の改革について」を答申

千葉県生涯学習審議会

条例を制定

千葉県生涯学習推進本

部設置要綱を制定

（ ）

千葉市が政令指定都市に

移行

教育委員会社会教育課に

生涯学習企画係を設置

千葉市生涯学習推進会議

が発足

千葉市生涯学習推進協

議会が発足

生涯学習審議会が「今

後の社会の動向に対応した生

涯学習振興方策について」を

答申

学校週５日制を実施

（毎月第２土曜日を休日とす

る）

千葉県生涯学習審議会

が「本県における生涯学習振

興の基本的方策の在り方につ

いて」を答申

「千葉県生涯学習推進基

本構想」を策定

（ ）

第１回千葉市（仮称）

中央図書館・生涯学習推進セ

ンター建設推進会議を開催

第１回千葉市（仮称）中

央図書館・生涯学習推進セン

ター基本計画検討委員会を開

催

「千葉市生涯学習推進基

本構想」を策定

教育委員会社会教育部を

生涯学習部に改組し、社会教

育課に生涯学習振興室を設置

千葉市生涯学習推進本

部設置要綱を制定

千葉市生涯学習審議会設

置条例を制定

第１回千葉市「学びを

楽しむ日」を千葉市文化セン

ターなどで開催

「千葉県生涯学習推進計

画」（第１次）を策定
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（ ）

旧国鉄千葉鉄道学園跡

地を（仮称）中央図書館・生

涯学習推進センター用地とし

て取得

「（仮称）千葉市中央図書

館・生涯学習推進センター等

複合施設整備基本計画」を策

定

第１回（仮称）中央図

書館・生涯学習推進センター

設計委託者選定委員会を開催

（仮称）中央図

書館・生涯学習推進センター

設計委託者応募要項を配布

教育委員会生涯学習部生

涯学習振興課を設置

生涯学習啓発マンガ「風

のまなぶくん」を発行し、市

内の小学生に配布

国連総会が「人権教育

のための国連１０年」を採択

（ ）

（仮称）中央図書館・

生涯学習推進センター設計コ

ンペ入選作品展を市民ギャラ

リー・いなげで開催

（仮称）中央図書館・

生涯学習推進センター等複合

施設新築基本設計に着手

「千葉市生涯学習推進計画

～学び楽しく プラン」

（平成７年度～平成 年度）

を策定

学校週５日制を実施

（第２・第４土曜日を休日と

する）

地方分権推進法を公布

文部省生涯学習局長が

「社会教育法における民間営

利社会教育事業者に関する解

釈について」を通知

高齢社会対策基本法を

公布

（ ）

ＯＥＣＤが「生涯学習を

すべての人に」を報告

「千葉県生涯学習推進計

画」（第２次）を策定

生涯学習審議会が「地

域における生涯学習機会の充

実方策について」を答申

ユネスコ 世紀教育国際

委員会が「学習－秘められた

宝」（ドロール報告書）を報告

中央教育審議会が「 世

紀を展望した我が国の教育の

在り方について」（第１次答

申）を答申

さわやかちば県民プラ

ザが開館、千葉県生涯学習情

報提供システムが稼働を開始

人権擁護施策推進法を

公布

（ ）

（仮称）中央図書館・生

涯学習推進センター建築工事

に着手

生涯学習情報誌「でき

る！」を創刊

千葉市生涯学習審議会

が「「ふれあい学習」推進のあ

り方について」を提言

文部省がまなびねっとホ

ームページを開設

中央教育審議会が「

世紀を展望した我が国の教育

の在り方について」（第２次答

申）を答申

第５回ユネスコ国際成

人教育会議が「成人の学習に

関するハンブルク宣言」を採

択
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（ ）

特定非営利活動促進法

を公布

千葉県教育庁生涯学習部

振興課が廃止（社会教育課に

事務を移管）

閣議が「地方分権推進

計画」を決定

中央教育審議会が「新

しい時代を拓く心を育てるた

めに」を答申

生涯学習審議会が「社

会の変化に対応した今後の社

会教育行政の在り方につい

て」を答申

中央教育審議会が「今

後の地方教育行政の在り方に

ついて」を答申

（ ）

教育委員会生涯学習振興

課に生涯学習推進センター開

設準備室を設置

千葉市生涯学習審議会

が「「ちば」を学び創る学習プ

ログラムの基本的方向性につ

いて」を報告

生涯学習審議会が「生活

体験・自然体験が日本の子ど

もの心をはぐくむ」「学習の成

果を幅広く生かす」を答申

主要国首脳会議が「ケ

ルン憲章－生涯学習の目的と

希望」を採択

男女共同参画社会基本

法を公布

地方分権の推進を図る

ための関係法律の整備等に関

する法律を公布

「千葉県教育長期ビジ

ョン－千葉の教育〝夢・未来

〟」を策定

（ ）

「千葉市生涯学習センタ

ー学習体系研究報告書」を発

行

千葉市生涯学習センタ

ー設置管理条例を公布

財団法人千葉市教育振

興財団を設立（財団法人千葉

市美術振興財団を改組）

生涯学習審議会が「新

しい情報通信技術を活用した

生涯学習の推進方策につい

て」を答申

人権教育及び人権啓発

の推進に関する法律を公布

教育改革国民会議が

「教育を変える の提案」を

報告

（ ）

千葉市生涯学習センタ

ー管理規則を公布

千葉市中央図書館・生

涯学習センター落成記念式典

を開催

千葉市中央図書館・

生涯学習センターオープニン

グイベントを開催

千葉市生涯学習センター

設置管理条例、千葉市生涯学

習センター管理規則を施行

財団法人千葉市教育振興

千葉市生涯学習情報提

供システムが稼働を開始

教育委員会社会教育課

を廃止（生涯学習振興課に事

務を移管）

市内各施設で「ＩＴ講

習会」を実施

千葉市生涯学習審議会

が「千葉市における生涯学習

推進施策のありかたについ

て」を答申

中央省庁が再編され、文

部省が文部科学省に、生涯学

習局が生涯学習政策局に改組

文部科学省が「 世紀教

育新生プラン」を発表

「千葉県生涯学習推進計

画」（第３次）を策定

社会教育法を改正公布

文化芸術振興基本法を

公布

子どもの読書活動の推

進に関する法律を公布

－ 110 －



財団組織規程を改正・施行

（センターの管理運営開始）

視聴覚ライブラリーが教

育センターから移転

（ ）

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

改正千葉市生涯学習セ

ンター設置管理条例を公布

改正千葉市生涯学習セ

ンター管理規則を公布

改正千葉市生涯学習セン

ター設置管理条例、改正千葉

市生涯学習センター管理規則

を施行

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

「第２次千葉市生涯学習

推進計画～新世紀・生涯学習

の新たなステージへ」（平成

年度～平成 年度）を策定

中央教育審議会が「新

しい時代における教養教育の

在り方について」「大学等にお

ける社会人受入れの推進方策

について」を答申

完全学校週５日制を実施

国連子ども特別総会が

「子どもにふさわしい世界」

を採択

中央教育審議会が「青

少年の奉仕活動・体験活動の

推進方策等について」を答申

中央教育審議会が「大学

院における高度専門職業人養

成について」を答申

（ ）

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

学校評議員制を実施 「国連識字の 年」

（ 年～ 年）スタート

中央教育審議会が「新

しい時代にふさわしい教育基

本法と教育振興基本計画の在

り方について」を答申

「千葉県教育の情報化推

進プラン」「千葉県子どもの読

書推進計画」を策定

（ ）

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

「千葉市子ども読書活動

推進計画」を策定

学校二学期制を実施

「地方分権時代における

教育委員会の在り方につい

て」中央教育審議会に諮問

中央教育審議会生涯学

習分科会が「今後の生涯学習

の振興方策について」審議経

過の報告

中央教育審議会が「大学

入学資格検定の見直しについ

て」答申

（ ）

千葉市中央図書館・生

涯学習センターの入館者

万人達成

「ちば生涯学習ボランテ

ィアセンター」スタート

改正千葉市生涯学習セ

ンター設置管理条例を公布

（一部施行）

改正千葉市生涯学習セ

ンター管理規則を公布

指定管理者募集要項公

表

選定委員会で指定管理

千葉市生涯学習審議会

が「千葉市における生涯学習

推進施策のあり方について」

諮問

文部科学省の「地域子ど

も教室推進事業」の委託を受

けて、千葉市地域教育力再生

プラン運営協議会を設立し、

（事務局：財団法人千葉市教

育振興財団）市内小学校 ヶ

所で放課後に子ども教室を開

設するなどの事業を実施

千葉市生涯学習審議会

中央教育審議会教育制

度分科会が「地方分権時代に

おける教育委員会の在り方に

ついて」部会まとめ

「持続可能な開発のため

の教育の 年」（ 年～

年）スタート

「新しい時代を切り拓

く生涯学習の振興方策につい

て」「青少年の意欲を高め、心

と体の相伴った成長を促す方

策について」中央教育審議会

に諮問

－ 111 －



予定候補者を選定

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

が「千葉市における生涯学習

推進施策のあり方について」

答申

食育基本法を公布

文字・活字文化振興法

を公布

（ ）

平成 年第１回定例市

議会で「指定管理者の指定に

ついて（千葉市生涯学習セン

ター）」が可決、指定管理者が

財団法人千葉市教育振興財団

に決定

改正千葉市生涯学習セン

ター設置管理条例、改正千葉

市生涯学習センター管理規則

を施行、指定管理者制度を導

入

２課４係体制から３係体

制へ移行（課制を廃止）

教育委員会生涯学習振

興課編集・発行の生涯学習情

報誌「できる！」の作成に参

画、以降共同刊行

中央図書館・生涯学習セ

ンターで入館者 万人を達

成

メディア学習のフロア

の機器をリニューアル

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

「第３次千葉市生涯学習

推進計画～学び・活かす 豊

かな“ちば”の未来へ」（平成

年度～平成 年度）策定

千葉市地域教育力再生プ

ラン運営協議会は、市内全小

学校 ヶ所で「地域子ども

教室」を開設するなど事業の

範囲を拡大して実施し、終了

後に解散

千葉県社会教育委員会

議「青少年の奉仕活動・体験

活動の推進方策について」審

議のとりまとめ

財団法人千葉県社会教

育施設管理財団が解散

千葉県教育放送を休止

教育基本法改正法案を

第 回国会に提出

教育基本法改正法案、

第 回臨時国会において可

決、成立

改正教育基本法を公布

（ ）

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

生涯学習に関する市民意

識調査を実施し、「千葉市生涯

学習に関するアンケート調査

報告書」としてまとめる

新生涯学習情報提供サ

ービス「ちばまなびネット」

の運用を開始

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

千葉市放課後子どもプ

ラン推進委員会を設置し、市

内全小学校 ヶ所で「放課

後子ども教室」を開設

千葉市科学館開館

中央教育審議会が「新

しい時代を切り拓く生涯学習

の振興方策について」中間報

告、「次代を担う自立した青少

年の育成に向けて－青少年の

意欲を高め，心と体の相伴っ

た成長を促す方策について

－」を答申

千葉県社会教育委員会議

が「千葉県の家庭教育支援の

在り方」審議のとりまとめを

提言

「千葉県教育の戦略的な

ビジョン～みんなで取り組む

千葉の教育～」を策定
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（ ）

「生涯学習ボランティ

アパーク」を開催

ホームページをリニュ

ーアル

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

「青少年の日」（毎年

月第 土曜日）「家庭・地域の

日」（毎月第 土曜日及びその

翌日曜日）を制定

中央教育審議会が「新

しい時代を切り拓く生涯学習

の振興方策について～知の循

環型社会の構築を目指して

～」を答申

中央教育審議会が「教

育振興基本計画について－

「教育立国」の実現に向けて

－」を答申、「新しい時代に求

められる青少年教育の在り方

について」を諮問

社会教育法、図書館法

及び博物館法の一部改正を含

む「社会教育法等の一部を改

正する法律案」が衆議院で可

決

「社会教育法等の一部を

改正する法律案」が参議院で

可決され成立

「社会教育法等の一部

を改正する法律」を公布

「教育振興基本計画」を

閣議決定

中央教育審議会が「今

後の学校におけるキャリア教

育・職業教育の在り方につい

て」を諮問

中央図書館・生涯学習

センターで入館者 万人を

達成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

「千葉市学校教育推進計

画」の策定

千葉県の教育を元気にす

る有識者会議を設置

中央図書館・生涯学習セ

ンターで入館者 万人を達

成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

指定管理者募集要項の公

表

中央図書館・生涯学習セ

ンターで入館者 万人を達

成

指定管理者選定評価委

員会で指定管理者予定候補者

を選定

「生涯学習市民意識調査」

「生涯学習関係団体調査」「生

涯学習関連機関・事業所調

査」の つのアンケートを実

施し、その結果を「生涯学習

基礎調査報告書」にまとめ

た。

「千葉市図書館サービスプ

ラン 」の策定

子どもを見守り育てるネ

ットワーク推進会議の設置

千葉県の教育を元気にす

る有識者会議が審議の取りま

とめを提言

みんなで取り組む『教育立

県ちば』プラン（千葉県教育

振興基本計画）を策定

「新しい公共」円卓会議よ

り「新しい公共」宣言を提案
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平成 年第１回定例市

議会で「指定管理者の指定に

ついて（千葉市生涯学習セン

ター）」が可決、指定管理者が

千葉市教育振興財団グループ

に決定

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

千葉市教育振興財団グル

ープ（千葉市教育振興財団・

㈱シグマコミュニケーション

ズ・新生ビルテクノ㈱）で施

設の管理・運営開始

３係体制から管理グルー

プ・事業グループの２部門制

とし、統括責任者として管理

マネージャー、事業マネージ

ャーを配置

「第 次千葉市生涯学習推

進計画」の策定

「千葉市スポーツ振興計

画」の策定

「千葉市子ども読書活動推

進計画（第 次）」の策定

中央教育審議会が「今後

の学校におけるキャリア教

育・職業教育の在り方につい

て」を答申

「教育の情報化ビジョ

ン」の策定

豊かな学びを支えるた

めに。「県立学校改革推進プラ

ン 最終案 」及び「第 次実

施プログラム 案 」を公表

キャリア教育に関する報

告書「学校が社会と協働して

一日も早くすべての児童生徒

に充実したキャリア教育を行

うために」を作成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

「千葉市未来の科学者育

成プログラム」事業を実施

千葉市科学館が利用者

万人を達成

中央教育審議会が「スポ

ーツ基本計画の策定につい

て」を答申

「県立学校改革推進プラ

ン」及び「第 次実施プログ

ラム」を策定

「超高齢社会における生

涯学習の在り方に関する検討

会」報告書を公表

家庭教育支援の推進に関

する検討委員会報告書「つな

がりが創る豊かな家庭教育」

を公表

ＯＥＣＤが雇用の増加

と成長の押し上げに向けた

「技能戦略」を公表

「新たな未来を築くため

の大学教育の質的転換に向け

て～生涯学び続け、主体的に

考える力を育成する大学へ

～」を答申

中央図書館・生涯学習セ

ンターで入館者 万人を

達成

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

小学校 年生と 年生を

対象とした「千葉市学力状況

調査」・「児童生徒意識調査」

を実施

学校支援地域本部事業の

試行を磯辺小学校区をモデル

地区として実施

中央教育審議会が「今

後の青少年の体験活動の推進

について」を答申

「第２期教育振興基本

計画について」を答申

ＯＥＣＤが初めて実施

した国際成人力調査（ＰＩＡ

ＡＣ）の結果を公表

＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

小学校 年生と 年生、

中学 年生を対象とした「千

葉市学力状況調査」を実施
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＊平成 年度中央図書館・生

涯学習センター入館者数

人

千葉市いじめ等調査委員

会設置

７．「まほうの読書ノート」を

小学１～３年生までの児童に

配布

７．加曽利貝塚の国特別史跡

を目指して、「かそりーぬ」を

加曽利貝塚ＰＲ大使に任命

中央教育審議会が「道

徳に係る教育課程の改善等に

ついて」を答申

中央教育審議会が「子

供の発達や学習者の意欲・能

力等に応じた柔軟かつ効果的

な教育システムの構築につい

て」を答申

千葉県が「新 みんな

で取り組む『教育立県ちば』

プラン」を策定

（２）刊行物一覧

タ イ ト ル 発行年月 所 管

平成 年度 千葉市生涯学習センター事業のあゆみ 学習推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ

平成 年度 「生涯学習関係団体の活動に関するアンケート調査」報告書 学習支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ちば生涯学習ボランティアセンター登録者名簿 〃

※ 講座・行事の受講者・参加者募集のためのチラシ等の刊行物を除く。
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（３）平成２６年度　学習事業一覧 平成27年3月31日現在

ちばを喰らう ちばを喰らう ～ 市民

カルタから学ぶ
ちば

カルタから学ぶちば ～ 市民

ちばカレッジ計

平成２６年度千葉市遺跡発表会 市民

千葉市の貝塚の魅力「人類の遺産・地域
の遺産として」

市民

「君も体験！古代へワープ」古代の生活
にふれる体験教室～組みひもづくりとア
ンギン編み～

市民

「縄文火おこし体験」 市民

市民向け歴史
講座

市民向け歴史講座　「千葉市遺跡学講
座」

～ 市民

大人のための
社会科見学

大人のための社会科見学「幕張地域冷暖
房センター」

市民

子ども向け地域
学講座

千葉市ものしり検定　～ちばのことなら何でも
知りたいな～

・
小学３年～中学３年
生

市民向け地域
学講座

稲毛の今とむかし ・ 市民

市内出土品展「古代の猪鼻」 ～ 93日 市民 （152，985）

千葉市遺跡発表会アトリウム展示 ～ 6日 市民 （21，642）

加曽利貝塚整理速報展 ～ 38日 市民 （67，741）

地域学計

シニアのためのわかがえり塾 ～ ６０歳以上の市民

シニアを楽しむ旅の話 ～ ５０歳以上の市民

６０代からのハッピーライフ ・ ５５歳以上の市民

社会・経済
渥美雅子講演会　脱エイジングプア～老後を
豊かに～

市民

いのちの学
習

みんなで語り合おう！自分らしい生き方・死
に方～豊かなエンド・オブ・ライフを過ごすた
めのワークショップ～

～ 市民

脳卒中にならないために　万一の場合の
早期対応（ＡＣＴ　ＦＡＳＴ）を含めて

市民

暮らしのなかの健康講座 ～ 市民

防災教育
防災講座　南三陸町発　復興への力！今千
葉でできること、備えること

市民

こども理科実験教室Ⅰ ～ 小学４年～６年生

木更津高専　サイエンススクエア 小・中学生

こども科学実験教室～風力発電と光通信の
仕組みを学ぼう～

・
小学４年～中学３年
生

こども理科実験教室Ⅱ ～ 小学１年～３年生

ジャクサ職員が教えます。宇宙ロケットのふし
ぎ

小学４年～６年生

　上映会「ジョバンニの島」 市民

クルドの子どもの心理学（展示） ～ 6日 市民 （19，355）

小計

学生が社会に出る前の基礎体力講座　ブラッ
ク企業アナリストが斬る！「自分にとってのい
い会社、悪い会社」

・
大学生・短大生(既
卒可）

女性のためのキャリアプランニングセミナー ～ 市民（女性）

回数

高齢化社会
への対応

健康

科学

国際理解

キャリア教育
の支援

延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者

千葉市遺跡発
表会

古代の生活に
ふれる体験教
室

開催期間区分

生
涯
学
習
に
関
す
る
講
座

、
講
演
会
等
の
開
催

事業

現
代
的
課
題
学
習

対象

地
域
学

（
ち
ば
学

）
推
進
事
業

ち
ば
カ
レ
ッ
ジ

講座数

埋蔵文化に関
する展示

多様化する社
会の動向や市
民ニーズを踏ま
えて取り組む
テーマ

重点的に取り組
むテーマ
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回数 延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者開催期間区分事業 対象講座数

子どものハローワーク講座　　～知りたい！
声優のしごと～

　 小学4年～6年生

小計

家庭教育講座「こころとからだのケアタイム
ママとベビーの産後ヨガ」

～
乳児と保護者 （子
育て中）

家庭教育講座　「みんな思春期には悩みがあ
る　ママの視野を広く、こころを強くするはな
し」

～
市民（小学生以上
の子どもを持つ保
護者）

わらべうたと絵本の会　１歳児対象（４月） ～ １歳児とその保護者

わらべうたと絵本の会　２歳児対象（４月） ～ ２歳児とその保護者

親子のふれあ
い講座・親子で
あそぼう

親子であそぼう（第１回～４回） ～
１歳～３歳児とその
保護者

孫育ち講座 孫育ち講座 ・ 市民

子ども読書
講座

子ども読書講座「パスワードは、ひ・み・つ」～
松原秀行さんを迎えて～

市民

子育て講演会～乳幼児の一日の過ごし方～
子育て中の保護者
子育てに関心のあ
る方

幼児教育公開講座「子どもの心を健やか
に育む親のかかわり」

就学前の子どもを
持つ保護者・幼児教
育に関心のある方

子育て講演会～乳幼児の冬の病気について
～

子育て中の保護者
子育てに関心のあ
る方

小計

子供チャレン
ジ教室

子どもチャレンジ教室①～⑫ ～ 小学生及び保護者

青少年の日
関連事業

「青少年の日フェスタ」　わくわく工作！！池
田塾

小学生（先着順）

子ども読書ま
つり関連事
業

あなたの思いを伝えよう！～絵手紙・飛び出
すメセージカードを作ろう！～

小学生（先着順）

小計

現在的課題学習計

合 　 計

生涯学習指導者基礎研修①「ボランティアは
じめたい！千葉市のボランティア関連施設活
用術ーちばぼら４施設合同説明会」

ボランティア活動全
般に関心のある方

生涯学習指導者基礎研修②「期待高まるシ
ニアの地域デビュー～人生を豊かにする第
一歩～」

市民（おおむね５０
歳以上）、ボランティ
アセンター登録者

小計

生涯学習指導者実践研修　地域活動に役立
つ！コミュニケーション力に”磨きをかける”

市民（地域活動に関
心のある方）

生涯学習指導者研修実践研修　知って納
得！前向きな話し合いをつくるための極意

・
市民（地域活動に関
心のある方）

生涯学習指導者研修実践研修　初めてのＷ
ｅｂ広報

市民

小計

生涯学習指導者養成研修　「知ろう！話そ
う！ＰＴＡ！２０１４ ～ＰＴＡ役員研修会～」

PTA・保護者会役員

放課後子ども教室コーディネーター等研修会
Ⅰ
「もっと楽しく！放課後子ども教室」

放課後子ども教室
コーディネーター及
び指導員・協力員

放課後子ども教室コーディネーター等研修会
Ⅱ
「もっと楽しく！放課後子ども教室」

放課後子ども教室
コーディネーター及
び指導員・協力員

小計

公民館職員研修「新任職員研修」
生涯学習関係施設
等新任職員

親子のふれ
あい講座

子育て講演
会

基礎研修

実践研修

学校・地域支
援者研修

公民館職員
研修

キャリア教育
の支援

家庭教育学
級

生涯学習指導
者養成研修

生涯学習指導
者養成研修

生涯学習指導
者養成研修

生涯学習関係
職員研修

指
導
者
の
養
成

３
指
導
者
養
成
事
業

青少年の健全
育成の支援

生
涯
学
習
に
関
す
る
講
座

、
講
演
会
等
の
開
催

現
代
的
課
題
学
習

重点的に取り組
むテーマ

家庭教育の充
実に関する支
援
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回数 延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者開催期間区分事業 対象講座数

公民館職員研修　　「館長研修Ⅰ」 公民館長等

公民館職員研修　「館長研修Ⅱ」
公民館長・副館長
等

公民館職員研修　主事研修Ⅰ 　 公民館職員

公民館職員研修　主事研修Ⅱ 公民館職員

小計

生涯学習コー
ディネーターの
養成

地域コーディネーター養成講座「思いをカタチ
にする！サークルづくり４つのツボ」

・
市民（サークル活動
に興味関心のある
方）

小計

スタッフ研修
スタッフ研修　「施設ボランティア担当者研修」
他

～
市内施設の施設ボ
ランティア担当者等

小計

指導者の養成計

施設ボランテ
イア養成研
修

施設ボランティア養成研修基礎講座　 （生涯
学習センター・郷土博物館）

～
基礎講座未受講の
「まなびサポーター」

施設ボランティア養成研修専門講座　 （映像
記録分野）

～
施設ボランティア養
成研修基礎講座修
了者

施設ボランティア養成研修専門講座　 （講座
支援分野）

～
施設ボランティア養
成研修基礎講座修
了者

まなびサ
ポーター連絡
会

まなびサポーター連絡会（９団体）
平成26年度「まなび
サポーター」登録者

小計

デジカメ相談会（第１回～２４回） ～
「デジカメピクニッ
ク」受講者他

パソコン相談コーナー（「まなサポ」第１回～２
５回）

～ 市民

パソコン相談コーナー（「まなサポ２」第１回～
２２回）

～ 市民

パソコン相談コーナー（「まなサポ３」第１回～
１２回）

～ 市民

小計

学習ボランティア活動の支援計

学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

の
運
営

ちば生涯学習
ボランティアセ
ンターの運営

生涯学習ボランティア登録説明会　他 ・
生涯学習ボランティ
アに関心のある方
など

学習ボランティアセンターの運営計

社会体験派
遣研修

教職員社会体験派遣研修　 （教育センター） ～
市立小・中学校
教職員

社会教育実
習

平成26年度社会教育実習 ～ 大学生

インターン
シップ

インターンシップ①～③ ～ 大学生

職場体験学
習

中学校職場体験学習①～⑤ ～ 中学２年生

研修生等の受け入れ計

合　  計

ワード入門講
座

 ワード入門講座＜公民館出前パソコン講座
＞

～ 成人

エクセル入門
講座

エクセル入門講座＜公民館出前パソコン講
座＞

～ 成人

入門講座 初級パソコン講座（入門講座）　①～④ ～
パソコンを始めたば
かりの方　小学５年
生以上

子ども向けパ
ソコン講座

子どもパソコン講座      「パソコンで万華鏡模
様の下敷きをつくろう」

小学３年～６年生

保護者のた
めのパソコン
講座

親子パソコン講座     「パソコンでペンギンの
絵を描いてうちわをつくろう」

年長～小学２年とそ
の保護者

小計

公民館職員
研修

施設ボランテ
イアフオロー
アップ研修

研修生・実習生
の受け入れ

初級パソコン講
座

生涯学習関係
職員研修

施設ボランテｲ
ア(まなびサ
ポーター）養成
研修

学習ボランティ
ア活動の支援

指
導
者
の
養
成

３
指
導
者
養
成
事
業

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
座

研
修
生
等
の
受
け
入
れ

５
メ
デ
ィ
ア
学
習
事
業
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回数 延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者開催期間区分事業 対象講座数

デジタルカメ
ラの講座

デジカメ写真の撮影とワードへの活用Ⅰ・Ⅱ
（全５回）

～
パソコン操作になれ
ている成人

ワード講座 ワードステップアップ！Ⅰ～Ⅳ（全４回） ～
ワードで簡単な文章
入力ができる市民

エクセル講座 エクセルステップアップ！Ⅰ～Ⅳ（全４回） ～
エクセルで簡単な
データ入力の経験
がある市民

パワーポイン
ト講座（応用）

使ってみよう！パワーポイントⅠ・Ⅱ（全２回） ～
パソコン操作になれ
ている成人

画像の編集
活用講座

デジカメ写真の撮影と電子アルバムづくりⅠ・
Ⅱ（全２回）

～
パソコン操作になれ
ている成人

小計

ホームページ
作成講座

ホームページビルダー１６基礎Ⅰ～Ⅲ（全３
回）

～
パソコン操作になれ
ている市民

エクセル講座
（応用）

仕事力アップ！上級エクセルⅠ・Ⅱ（全２回） ～
エクセル中級程度
の操作ができる市
民

ワード講座
（応用）

仕事力アップ！上級ワードⅠ～Ⅲ（全３回） ～
ワードで簡単な表作
成や図挿入ができ
る成人

パワーポイン
ト講座（応用）

ステップアップ！パワーポイント応用Ⅰ・Ⅱ ～
パワーポイントの操
作ができる市民

小計

デジタルビデオ
編集講座

デジタルビデオ編集講座 ～
パソコンの基本操
作ができる成人

小計

ワード2010で文字編集・表・図・図形挿入講
座で簡単チラシを作る

～
高齢者（６０歳以上）
のパソコン初心者

シニアが楽しむパソコン　超入門 ～
文字入力・マウス操
作ができる６０歳以
上の方

アクセサリソフトで知的に遊ぼう ～ 65歳以上の初心者

名刺作りでワードの基本をマスターしよう ～
文字入力ができる
方

Ｗｏｒｄで創ろう！もらって嬉しい案内状 ～
文字入力ができる
方

Ｗｏｒｄで３Ｄアート ～
60歳以上でワードで
文書作成ができる
方

ＥＸＣＥＬで作ろう！卓上カレンダー ～
パソコンの基本操
作ができる方

パワーポイントで楽しい旅行記を作ろう ・
文字入力のできる６
０歳以上の方

小計

Windows７で文字入力とはじめてのインター
ネット

～
文字入力ができ撮
影したデータを持参
できる人

地域リーダーのためのチラシ実践講座 ～
文字入力ができる
人

Windows７でデジタル写真の取り込みと編集 ～ ワード経験者

Ｗｏｒｄ活用の実践講座 ～
パソコンが初めての
人

Windows７ではじめてのパソコン操作 ～
パソコン未経験の
人

ワード2010ではがき絵 ～ 小学生以上

ワード2010で年賀状 (B) ～ 小学生以上

はじめてのエクセル2010 ～ 小学生以上

ワード2010入門 ～ 小学生以上

ワード2010でお絵かき ～ 小学生以上

初心者のためのワード２０１０入門Ⅰ ～
文字入力ができる
パソコン初心者

初心者のためのエクセル２０１０入門Ⅰ ～
ワードを使っている
パソコン初心者

パソコン入門
（まなサポ）

パソコン入門
（まなサポ２）

中級パソコン講
座

上級パソコン講
座

市民自主企画
パソコン講座

施設ボランティ
アによる講座

パ
ソ
コ
ン
講
座

５
メ
デ
ィ
ア
学
習
事
業

－ 119 －



回数 延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者開催期間区分事業 対象講座数

初心者のための　Ｗｉｎｄｏｗｓ7　パソコン入門
Ⅰ

～ パソコン初心者

Ｗｉｎｄｏｗｓ7でデジカメ画像を楽しもうⅠ ～
文字入力ができデ
ジカメ所有の成人

初心者のためのワード２０１０入門Ⅱ ～
文字入力ができる
パソコン初心者

初心者のためのエクセル２０１０入門Ⅱ ～
文字入力ができる
パソコン初心者

ワード2010で年賀状 (A) ～
文字入力ができる
パソコン初心者

Ｗｉｎｄｏｗｓ7でデジカメ画像を楽しもうⅡ ～
文字入力ができる
パソコン初心者

まなびフェスタミニ講座「ワード2010で自分だ
けの年賀状を作ろう」

文字入力ができる
パソコン初心者

初心者のための　Ｗｉｎｄｏｗｓ7　パソコン入門
Ⅱ

～
文字入力ができる
パソコン初心者

Ｗｉｎｄｏｗｓ7でデジカメ画像を楽しもうⅢ ～
文字入力ができる
パソコン初心者

はじめてのエクセル２０１０　Ⅰ ～
文字入力ができる
パソコン初心者

デジカメ写真の取込みと整理 ～
文字入力ができデ
ジカメ所有の成人

はじめてのワード２０１０Ⅰ ～
パソコンが初めての
成人

はじめてのエクセル２０１０　Ⅱ ～
文字入力ができる
成人

活用しようインターネットとメール ～
文字入力ができる
人

Ｗｉｎｄｏｗｓ７でパソコン入門 ～
ワードを使ったこと
のある人

ワード2010で年賀状（Ｃ） ～
文字入力ができる
人

デジカメ写真の整理と応用 ～
文字入力ができる
成人

はじめてのエクセル２０１０　Ⅲ ～
文字入力ができる
成人

はじめてのワード２０１０Ⅱ ～ 市民

デジカメピクニックⅠ ～
文字入力がで、デジ
タルカメラが持参き
る60歳以上の方

デジカメピクニックⅠ（展示） ～ 14日 市民 （45，214）

デジカメピクニックⅡ ～
ワード2010の文字
入力ができる60歳
以上の方

デジカメピクニックⅡ（展示） ～ 13日 市民 （43，751）

カンタン！！ビデオにチャレンジ　（ビデオ編
集講座）

小学４～６年生

あなただけのビデオづくり 成人

小計

パソコン講座計

１６ミリ映写機
操作講習会

１６ミリ映写機操作講習会
18歳以上の市内在
勤在住（高校生不
可）

小計

木曜名画座 ～ 市民

月曜クラシック上映会 ～ 成人

親子アニメ上映会 ～ 親子

夏休み子ども映画会 ・ 市民

パソコン入門
（まなサポ３）

デジカメピク
ニック（ドリー
ムリーダー）

カンタン！ビ
デオにチャレ
ンジ（映像記
録ボランテイ
ア）

パソコン入門
（まなサポ２）

視聴覚ライブラ
リー等を活用し
た学習事業の
企画・実施

施設ボランティ
アによる講座

パ
ソ
コ
ン
講
座

５
メ
デ
ィ
ア
学
習
事
業

視
聴
覚
事
業

－ 120 －



回数 延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者開催期間区分事業 対象講座数

夜間上映会 ・
市民(勤労者と
その家族）

地域交流幼児向け上映会
～

弁天保育所園児･保
育士

出前上映会 ～ 小学生

小計

視聴覚事業計

おたくは大丈夫？子どもとインターネット
小・中学生及びその
保護者

メディアリテラシーに関する学習「小さな子ど
も（幼児）とインターネット」

幼児・小学生を持つ
保護者

メディアリテラシーに関する学習計

ａｎｄｒｏｉｄスマートフォン安心講座① ・
スマホを所有してい
る初心者

ａｎｄｒｏｉｄスマートフォン安心講座② ・
スマホを所有してい
る初心者

ａｎｄｒｏｉｄスマートフォン安心講座③ ・ 市民

ａｎｄｒｏｉｄスマートフォン安心講座「初体験！シ
ニアのためのスマートフォン」④

市民（シニア）

情報端末機器の操作方法に関する学習計

合　　計

分譲マンションにお住まいの方に！知らない
と困るマンション管理の基礎知識

・
分譲マンション所有
者・分譲マンション
管理組合役員

「どこでもドア」のタブレット物語 ～ 市民

安心していきいき暮らすために～シニアライ
フをデザインする～

～ 市民

祭囃子体験講座 ～ 市民

はじめての民謡体験講座 ～ 市民（小学生以上）

親子で学ぶ安心して暮らせる地球環境 ・
小学４年～６年生と
保護者

グラフィックデザイナーとポスターを作ってみ
よう

～ 小学3年～6年生

初めての似顔絵 ～ 市民

ワークライフバランスを身近にする一日 市民

市民の学習活動への支援計

まなびフェスタ2014（講座・展示・体験教室・ス
テージ発表部門）

・ 2日
市内で１年以上活
動している団体、市
民

（11，239）

北野大が語る　食と水の安全性 市民

大澤一彰テノールコンサート 市民

小計

高等学校演劇発表会（春季）　　　リハーサル
6/15～19　発表会6/20～22

～
第８地区高等学校
演劇部生徒・市民
（観覧）

高等学校演劇発表会（秋季） ～
第８地区高等学校
演劇部生徒、市民

舞台照明講
座

舞台照明講座
第８地区高等学校
演劇部生徒

小計

市民自主企
画講座

高等学校演
劇発表会

視聴覚ライブラ
リー等を活用し
た学習事業の
企画・実施

メディアリテラ
シーに関する講
座

情報端末機器
に関する学習

市民の自主的
活動に対する
指導・助言・援
助

まなびフェスタ
の企画・実施

学習成果の発
表の機会の提
供

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー

に
関
す
る
学

習

情
報
端
末
機
器
の
操
作
方
法
に
関
す

る
学
習

５
メ
デ
ィ
ア
学
習
事
業

視
聴
覚
事
業

６
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
に
関
す
る
事
業

学
習
成
果
の
発
表
の
機
会
の
確
保

市
民
の
学
習
活
動
へ
の
支
援

－ 121 －



回数 延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者開催期間区分事業 対象講座数

やすらぎのアトリウムコンサートⅠ「音楽室の
偉人たちとヴァイオリン」

市民

やすらぎのアトリウムコンサートⅡ「ソプラノか
らの贈り物」

市民

やすらぎのアトリウムコンサートⅢ　「歌あ
り！笑いあり！アドリブあり！カウンターテ
ナーのコンサートに愉快なオペレッタ」（まな
びフェスタ2014）

市民

やすらぎのアトリウムコンサートⅣ「よりどりコ
ンサート～ピアノクインテッドがやってきた～」

市民

けやきコンサートⅠ　千葉市消防音楽隊けや
きコンサート～夏歌特集～

市民

けやきコンサートⅡ 千葉市消防音楽隊けや
き親子コンサート～家族で楽しむアニメ特集
～

市民

けやきコンサートⅢ 千葉市消防音楽隊けや
きコンサート～演歌・懐メロ特集～

市民

けやきコンサートⅣ 千葉市消防音楽隊けや
き親子コンサート～ディズニ―特集～

市民

小計

学習成果の発表の機会の確保計

合　　計　

お父さんのための料理教室～ピクニックラン
チで楽しい休日～

市民（男性）

親子でエコ・クッキング 小学生と保護者

冬休み子ども料理教室「　家族みんなで、い
ただきます！手作りおせち料理」

小学４年～中学3年
生

パティシェになろう！おかしのまち ～
小学３・４年、５・６年
生

はじめてのエクセル　シルバー人材センター ～ 市民

江戸流手打ちそば体験講座「在来種で三た
ての蕎麦を味わう

～ 市民

夏休み子ども料理教室「みんなで作ろう！千
葉の太巻き祭りずし」

小学４年～中学３年
生

よくわかる乳がん講座 成人一般

立正大学デリバリーカレッジ　「江戸庶民の暮
らしものがたり」

～ 市民

千葉大学公開講座「都市空間から考える防
犯対策　地域の力で子どもを守る」

市民

淑徳大学連携講座「しゅくとく千葉コミュニテイ
カレッジ」

～ 市民

専門性、特色を活かした市内大学との公開
講座「東京情報大学連携事業　東京情報大
学写真展」

～ 8日 市民 （26，700）

生涯学習アカデ
ミーちば

生涯学習アカデミーちば　第一期　前期 ～ 市民

出前講座
ちば埋文講座　「古代の猪鼻」（全３
回）

～ 市民

講演会 埋蔵文化財ロビー巡回展講座 ～ 市民

公民館へのパ
ソコン貸し出し

公民館へのパソコンの貸し出し ～ 公民館

市民の学習ニーズにあわせた講座計

けやきコン
サート

指定管理事業合計

やすらぎのア
トリウムコン
サート

鑑賞機会の提
供

市民ニーズに
合わせた講座
の開催

専門性・特色を
いかした市内大
学との公開講
座

埋蔵文化に関
する講座

８
自
主
事
業

市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
講
座

６
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
に
関
す
る
事
業

学
習
成
果
の
発
表
の
機
会
の
確
保

－ 122 －



回数 延受講者時間（時）講座・イベント名 受講決定者応募者開催期間区分事業 対象講座数

ボランティアフェ
ア

ボランティアフェア２０１４「ボランティア先生を
さがせ！」

～ 13日

ちば生涯学習ボラ
ンティアセンター登
録者のうち受講希
望者

（33，049）

ニューフィルハーモ
ニーオーケストラ千
葉による演奏会

ニューフィル千葉のピアノトリオとソプラノ歌手
による室内楽「早春に贈るホッとコンサート」

市民

音楽コンクール
等の誘致

音楽コンクール等の誘致「第２３回ちば音楽
コンクール」

～ 市民

劇団かかし座 影絵遊びワークショップ
５歳～小学６年生
（小学３年生まで保
護者同伴）

かそりーぬ年賀状撮影会 市民

生涯学習センターをＰＲするために有効な講座計

地域学（ちば
学）展示

「ちば」に関する地域学展示　「千葉が学べる
施設紹介」　　パネル展示

～ 28日 市民 （85，984）

千葉公園紹介
展示

千葉公園紹介展示「大賀ハス写真展」 ～ 6日 市民 （22，641）

写真で見る千葉市の遺跡展示 ～ 17日 市民 （53，041）

埋蔵文化財ロビー巡回展示 ～ 22日 市民 （75，684）

千葉市の生涯学習の発信拠点としての展示等の開催計

※（　　）は開催期間中の入館者数

自主事業合計

総　合　計

著名人等による
講演会等の開
催

遺跡学展示

８
自
主
事
業

千葉
市の
生涯
学習
の発
信拠
点と
して
の展
示等
の開
催

生涯
学習
セン
ター
をＰ
Ｒす
るた
めに
有効
なイ
ベン
トの
開催

－ 123 －
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